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八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （92 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （108 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


基本的な操作 （1 16ページ） 

電源の 0 N や OFF の方法、および CD - ROM のセツ ト 方法などについて説明して 
います。 


内蔵オプションの取り付け （126 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （179 ページ） 

本体内部のケープル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケープル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) (185 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 

リセットとクリア （2 15ページ） 

リセットする方法と内部メモリ ( CMOS ) のクリア方法について説明していま 
す。 


割り込みライン （2 18ページ） 

割り込み設定について説明しています 

RAID システムのコンフイ グレーシヨ ン （2 19ページ） 

本装置内蔵のハードディスウドライプを RAID システムとして運用するための 
方法について説明しています。 





92 各部の名称と機能 


各部の名称と機能 

本体の各部の名称を次に示します。 


本体前面 


<3.5 インチディスクモデ)レ> 


増設スロット1 増設スロット2 



<2.5 インチディスクモデ)レ> 


増設スロット1 増設スロット2 


( 2 ) 

⑶ 


⑼ 


( 10 ) 




。娜 mm 


@ 〇 l|QQ|°oooo^ 
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(1) フロントマスク 

装置前面を保護するカパー（―132ページ)。 

(2) 5.25インチデバイスベイ 

幅が 5.25 インチあるオプションのパックアップ 
テープドライプや M 〇ドライプなどを取り付ける 
場所（—165ページ)。光ディスクドライブや内 
蔵 AIT(IDE) を取り付ける場合は、一番下のベイに 
実装してください。その際に光ディスクドライブ 
は増設ス□ット1に移動させてマスタ接続してく 
ださい。 

(3) 光ディスクドライブ 

モデルや購入時のオーダによって、以下のドライ 
プが搭載される。 

• DVD-RAM ドライブ 

• DVD Super MULTI ドライプ 

セットしたディスクのデータの読み出し（または 
書き込み）を行う （—121 ページ)。 

ドライプには、トレーをイジェクトするための卜 
レーイジェクトボタン、ディスクへのアクセス状 
態を表示するアクセスランプ（アクセス中は点 
灯）、トレーを強制的にイジェクトさせるための 
強制イジェクトホールが装備されている。 

(4) POWER / SLEEP スイッチ 

本体の電源を〇 N/OFF するスイッチ。一度押すと 
緑色に点灯し、〇 N の状態になる。もろ一度押す 
と OFF の状態になる（―116ベージ)。 

〇 S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定後、一 
度押すと、緑色に点滅し、省電カモードになる。 
もろ一度押すと、通常の状態になる（搭載されて 
いるオプションボードによっては、機能しないも 
のもある）。 


(5) RESET スィッチ 

(6) DUMP ( NMI ) スイッチ 

(7) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する。 

(8) スタビライザ 

装置を安定させるための足。装置を寝かせる場合 
は閉じることができる（->129ページ)。 

(9) 八ードディスクドライブベイ 

A- ドディスクドライプを取り付ける場所 
134ぺージ)〇 

(10) 3.5 インチ FD ドライブベイ 

オプションの内蔵 USB FD ドライブ（オプション) 
を実装する場所。 
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本体背面 


<冗長電源搭載時 （2.5 インチ/ 3.5 インチディスクモデル）> 

(5) (4) (1) (1) 
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<非冗長電源搭載時 （3.5 インチディスクモデル）> 


(5) (4) 



(1) 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する（—110ページ)。 

(2) 固定ネジ （2 個） 

左側のサイドカパーを取り外すときに外すネジ 
(—129ページ)。 

(3) 筐体ロック 

盗難防止用器具を取り付けることで装置内部の部 
品の盗難を防止することができる。 



(4) マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する（—110ページ)。 

(5) キーボードコネクタ 

添付のキーボードを接続する（—110ページ)。 

(6) シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—110ページ)。なお、本体標準のシリアルポー 
卜は専用線接続は不可です。 


(7) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する （—1 10ページ)。 

(8) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ （—105 ぺ一 
ジ)。 

(9) 100/10ランプ 

マネージメント専用 LAN ポートの転送速度を示す 
ランプ （—105 ページ)。 

(10) LINK/ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプ （—104 
ページ)。 

( 11 ) LAN コネクタ（末尾の数字はポート番号を 
示す） 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 対応の 
コネクタ（—110ページ)。 

(12) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する（— 
110ページ)。 

対応するソフトウェア（ドライパ）が必要です。 

(13) マネージメント専用 LAN ポー ト 

1 00BASE-TX/10BASE-T と接続するコネクタ 
(—110ページ)。 
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本体内部 


<3.5 インチデイスクモデル> 


ダクトカパー 



(3)-3 


(1) (2) (4) (5)-1 (5)-2 (6) 
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<2.5 インチディスクモデル> 



(1) (2) (4) (5)-1 (5)-2 (6) 
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電源ユニット 
マザーポード 
冷却フアン 

(3)-1 フロント 
(3)-2 VR 
(3)-3 リア 

メモリ （ DIMM ) 
CPU ヒートシンク 

(5)-1 基本 CPU (1) 
(5)-2 増設 CPU (2) 


(6) 光ディスクドライブ 
參 DVD - RAM ドライプ 

• DVD Super MULTI ドライブ 

(7) 5.25インチデバイスベイ（下のスロット 
に光ディスクドライブを標準装備） 

(8) 八ードディスクドライブベイ 

(9) PCI ガイド レール 

(10) 3.5 インチ FD ドライブベイ（オプション） 

(11) RA 旧コント□ーラ（標準の N 8103-116 
相当） 


\—/ \—/ \—/ \—/ \—/ 

12 3 4 5 

/V /V /IV /V 




ハードウエア編 99 



⑸ -2 (5)-1 



( 1)-1 


( 1)-2 


( 2 ) 

(4) 
( 12 ) 
( 6 ) 
⑻ 
(9) 

(5) -4 


(1) プ□セッサソケット 

(1)-1 基本 CPU(1) ソケット 
(1)-2 増設 CPU(2) ソケット 

(2) 疆源コネクタ 

(3) DIMM ソケット （ DIMM 番号は下から A -1、 
A -2、 A -3、 A -4、 B - l 、 B -2、 B -3、 B - 
4) 

(4) CMOS コンフィグレーションジャンパ 

(5) SYS FAN 

(5)-1 SYS FAN 1 
(5)-2 SYS FAN 2 
(5)-3 SYS FAN 3 
(5)-4 SYS FAN 4 

(6) SASSW RAID 切り替えジャンパ（設定に 
ついては140ページ参照。） 

(7) SGPIO コネクタ 

(8) US 巳ポート用コネクタ（フロント USB 
ポート用） 

(9) US 巳デバイス用コネクタ（内蔵デバイス 
用） 


(10) IDE コネクタ 

(11) SATA コネクタ 

(12) リチウムバッテリ 

(13) スイッチ / LED ケーブル用コネクタ 

(14) シリアルポート B コネクタ（オプション用） 

(15) IPMB コネクタ 

(16) SGPI 0 コネクタ 

(17) グローバル LED コネクタ 

(18) PCI ポードス□ット（ポート番号は上から 
1、2、3、4、 5) 

(18)-1 PCIex4( ただしコネクタは x8) 

(18)-2 64- bit/ 1 33MHzPCI-X 
(18)-3 PCIex 8 

(18)-4 PCIex 1(ただしコネクタは x8) 

(18)-5 32- bit /33 MHz/PCI 

(19) 外部接続コネクタ 

















































































100 各部の名称と機能 


ランプ表示 


本体のランプの表示とその意味は次のとおりです。 


<3.5 インチディスクモデル> 



本体前面 
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<2.5 インチディスクモデル> 



本体前面 







































































102 各部の名称と機能 


く冗長電源搭載時 （2.5 インチ/ 3.5 インチディスクモデル）> 



本体背面 


<非冗長電源搭載時 （3.5 インチディスクモデル）> 



本体背面 
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P0WER/SLEEP ランプけ:） 

本体の電源が 0 N の圊、緑色に点灯します。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが緑色に点滅します。省電カモードは本体の POWER / SLEEP スイッチを押すと起動します。 
また、 0 S によっては一定時間以上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設 
定したり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンポードによっては機能しないものもあります）。 POWER / SLEEP スイッチを押すと元に戻り 
ます。 

STATUS ランプ (A) 

ハードウェアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します （ STATUS ラン 
プは背面にもあります）。 STATUS ランプが消灯しているときや、アンパー色に点灯/点滅し 
ているときはハードウェアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 



• ESMPR 0 をインストールしておくとエラー□グを参照することで故障 
の原因を確認することができます。 

• いつたん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャツトダウン 
処理ができる場合はシャツトダウン処理をして再起動してください。 
シャツトダウン処理ができない場合はリセツト、強制電源 OFF をするか 
(215 ページ)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

BIOS セッ ト アップ ユー ティ リ ティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
パイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

— 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部 エラー が発生した。 （ IERR ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
0 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラメッセジか表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 溫度の異常を検出した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU パス エラー が発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンパー色に点滅 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

すべての電源ュニットが故障した。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンパー色に点灯 

冗長構成の電源でどちらか一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらか一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニV卜が確実に接続されて 
いるが確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどうが確認してくださ 
い。また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


いずれかのハードディスクドライプ 
の故障を検出した。 

い0 


DISK アクセスランプ （ i ) 

DISK アウセスランプは本体内部のハードディスウドライプにアクセスしているときに緑色に 
点灯します。光ディスクドライブのアクセスランプは、セットされている媒体にアクセスして 
いるときに点灯します。 

DISK アウセスランプがアンパー色に点灯している場合は、ハードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 

緑色とアンパー色が交互に点滅する時はリビルド状態を示します。 

LAN アクセスランプ （1) (晶〇 / (2) (晶〇 

送受信中に緑色に点滅します。 

LINK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体とハブに電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている間、点灯します （ LINK )。 ネットワーウポートが送受信を行っ 
ているときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□—ラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 
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1000/100/10ランプ 

標準装備の LAN ポートは、1000 BASE-T ( IGbps ) と100 BASE-TX (100 Mbps )、10 BASE - 
T (10 Mbps ) をサポートしています。 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフ エースで 動作さ 
れているかを示します。橙色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作していることを、緑 
色に点灯しているときは100 BASE - TX で動作していることを示します。消灯しているときは、 
10 BASE - T で動作していることを示します。 

100/10ランプ 

マネージメント用 LAN ポートは、 100 BASE-TX (100 Mbps )、10 BASE-T (10 Mbps ) をサ 
ポートしています。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフ エースで 動作さ 
れているかを示します。緑色に点灯しているときは100 BASE - TX で動作していることを示し 
ます。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 
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Disk ランプ 

3.5 インチディスクモデルの場合、標準搭載の 3.5 インチ HDD ケージに SATA / SAS ホットブラ 
グに対応した専用のハードディスクドライプを4台取り付けることができます。 

2.5 インチディスクモデルの場合、標準搭載の 2.5 インチ HDD ケージに SAS ホットプラヴに対 
応した専用のハードディスウドライプを8台取り付けることができます。 

搭載するハードディスクドライプにはランプが1つ付いています。その表示と機能は次のとお 
りです。 




• 緑色に点灯 • 点滅 

ハードディスウドライブに電源が供給されていることを示します。点滅でディスク への 
アクセスが行われていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ハードディスクドライブが故障していることを示します。 



RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1、 RAID 10、 RAID 5、 RAID 50、 RAID 6) 
を構成している場合は、1台のハードディスクドライブが故障しても運用を続 
けることができます。しかし、早急にハードディスクドライブを交換して、再 
構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ハードディスクドライブの交換 
はホットスワップで行えます）。 
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• アンバー色にゆっくりと点滅 

ハードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システム構成で、故障したハードディスウドライプを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。 

リビルドを終了するとランプは緑色に点灯します。リビルドに失敗するとランプがアン 
パー色に点灯します。 


胃-^ リビルド中に本体の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動し 
てから八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルド 
をやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の注 
意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を 0 FR こすると才ートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
ください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 




108 設置と接続 


設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



△注意 

n 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 


明をご覧ください。 

參一人で持ち上げない 

參指定以外の場所に設置 • 保管しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 




腐食性ガスの発生する場所（大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など）、薬品類の近くや薬品類がか 
かるおそれのある場所。 







電源 コー ドまたはインタ フエー 
スケープルを足で踏んだり、 
引っ掛けたりするおそれのある 
場所。 

_ / 



本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費する装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用アン 
テナ、送電線、電磁クレーンな 
ど）の近く。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで〇 N/0FF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
の近くには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
の近くに設置するときは電源配 
線の分離やノイズフィルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 
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本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


參 

指定以•のコンセントに差し込まない 

AA 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


• 

指定以•のインタフェースケーブルを使用しない 
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インタフエースケーブル 

インタフェースケープルを接続してから電源コードを接続します。 



參本体、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置を使用できることをあらかじ 
め確認してください。サードノ\°ーティの装置の中には使用できないもの 
ちあります。 

• 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してくださ 
し、。キーポード/マウスや PCI ス□ットに増設したポードに接続した 
ケーブル （ LAN ケーブルなど）の着脱を防止するため効果があります 
(ケーブルストッパは本体内部で固定されています)。 

• 添付のキーポード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを右に向けて 
差し込んでください。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い0 

• 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。 

• ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しない 
でください。 




112 設置と接続 


<本体前面> 


<3.5 インチディスクモデル> 



<2.5 インチディスクモデル> 



ゃ— 

USB インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 


令—^^ 

USB インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 
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<本体背面> 
冗長電源搭載時 



:，チング 
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] 


管理用ポート 
, 100 BASE-TX/ 

H 10BASE-T 


<本体同面> 

非冗長電源搭載時 


マウスI 


キーボード 



シリアルインタ 
フェースを持つ装置 
(モデムなど） 



□ 


ディスプレイ装置 



US 巳インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 


—\ "…夕期 

最後に添付の電源コード 
をコンセントに接続する 



管理用ポート ングハプなど 

1000 BASE-T/ 

100 BASE-TX/ 

10BASE-T 



纖ッ チン ヴ 
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電源コード 

添付の電源コードを接続します。（図は、冗長電源搭載時の場合です。) 




• 本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の 
背面にある出カコンセントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 

• 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体 
の ON / OFF を連動 （ リンク）させるために BIOS の設定変更が必要となる場 
合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択 
し、適切なパラメータ値に変更してください。 





















116 基本的な操作 


基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER/SLEEP スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 


胃-^ 電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、10秒ほど経ってから電源 
ito を ON にしてください。 


1. フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクをセットしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 


4/^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
| fi ^] は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


3. 本体前面にある POWER/SLEEP 
スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER / 
SLEEP ランプが緑色に点灯し、し 
ばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「 NEC 」 ロゴが表示され 
ます。 


「 NEC 」 ロゴを表示している間、自 
己診断プログラム ( POST ) を実 
行してハードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「POST の 
チェック」をご覧ください。 POST 
を完了すると OS が起動します。口 
グオン画面でユーザー名とパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



^ POST 中に異常が見つがると POST を中断し，エラーメッセージを表示します。 
W ^\ 320ページを参照して < ださい。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーポード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
巳 IOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出荷時の設定では POST を実行している園、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと、 

POST の実行内容が表示されます。） 

POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 







• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外しをしてから電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りがあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することがあります。 

この場合はく Fl > キーを押して POST を継続させてくださしヽ。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 
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3. しばらくすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティ U ティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。 エラー メッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、185ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. 3.5 インチディスクモデルのオンポードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded 
MegaRAID ) をジャンパにて有効にしている場合は、次のメッセージが表示され 
ます。ジャンパの設定は226ページを参照してください。 

Press <C t r L > <M> to Run LSI Software RAID Configuration 
UtiLity. 

ここで < Ct 「 l > キーと < M > キーを押すとハードディスウドライブで RAID システムを 
構築するためのユーティリティが起動します。 

5. 続いて本体にオプションボードなどの専用の BIOS を持ったコント□—ラを搭載し 
ている場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示 
されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます)。 

<例 : SCSI BIOS セットアップユーティリティの場合> 

Press < C t r L > <A> for SASSeLect(TM) Utility! 

ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。各機器の設定値 
やユーティリティの詳細についてはボードに添付の説 s 月書を参照してください。 

6. オプションボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て ON にしてください。 


OS をインストールするまではパスワードを設定しないでください。 


8 . 


POST を終了すると OS を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保 
守編」を参照してください。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
■to ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添付 
の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説玥書を参照してください。 

1. 0 S のシャツトダウンをする。 

2. P 〇 WER / SLEEP ランプが消灯したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 



Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 Windows のシヤツトダウ 
ンにてスタンバイを選択しないでください。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンパイ 
状態)にすることができます。 

0 S のシャットダウンメニューからスタンパイを選択するか、 POWER / SLEEP スイッチの設定 
を電源オフからスタンパイに変更した場合は POWER / SLEEP スイッチを押すとスタンパイ状 
態になります ( POWER / SLEEP ランプが点滅します)。 

スタンパイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER / SLEEP スイッチをもう一度押すとスタンパイ状態は解除されます。 



fAl 省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 

jrETFI Windows Server 2003 の設定によって異なります。また、省電カモード中の動 
作レベルは 、 Windows Server 2003 の設定に依存します。 


胃-'ジ省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
Bta さい。省電カモードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合がありま 
す。 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本装置に標準で装備されている光ディスクドライ 
プには以下のタイプがあります。 

參 DVD - RAM ドライプ 

多様な光ディスウの読み取り、 DVD - RAM ディスウへの書き込みを行うための装置です。 

• DVD Super MULTI 卜*ライブ 

多様な光ディスウの読み取り、書き込みを行うための装置です。 

BTO (工場組み込み出荷）オプションとなります。 

DVD Super MULTI ドライブのソフトウエア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）につ 
いては、添付されているライティングソフトウエア CD - ROM 内の説明書を参照してください。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Ni ページ以降の説 

V 明をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の 注意 

本装置を使用するときに注意していただきたいことを次に示します。これらの注意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 


使用するディスクについて 

• 別売品 

光ディスク ドライブ用に次の別売品を用意しています。お買い求めの際は販売店に品名 
と型番をお申し付けください。 


< CD - R ディスクについて> 


品名 

型番 

CD-R 

1 枚 

EF -8181 

CD-R (POT 入り） 

50 枚 

EF -8181 B 
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• 推奨品 

DVD Super MUI_TI ディスウドライブ用に次のディスウの使用を推奨しております。 

く CD - R ディスクについて> 

CD-R ディスクは、太陽誘電製を推奨します。 

< CD - RW ディスクについて> 

CD-RW ディスクは、リコー製または三菱化学製を推奨します。 

< DVD - RAM ディスクについて> 

DVD-RAM ディスクは、松下電器産業製または日立マクセル製を推奨します。 

く DVD - R ディスクについて> 

DVD-R ディスウは、松下電器産業製または太陽誘電製を推奨します。 

< DVD - RW ディスクについて> 

DVD-RW ディスクは、三菱化学製または日本ビクター製を推奨します。 

< DVD + R ディスクについて> 

DVD+R ディスクは、三菱化学製またはリコー製を推奨します。 


< DVD + RW ディスクについて> 

DVD+RW ディスクは、三菱化学製を推奨します。 


< DVD - RAM ディスクについて> 


DVD-RAM ディスクは、松下電器産業製または日立マクセル製を推奨します。 


< DVD 土 RDL (2 層）ディスクについて> 


DVD 土 R DL ディスウは、三菱化学製を推奨します。 


ライティングソフトウェアをインス!-ールする前に 

• 対象 0S は 「WindowsServer 2003 R2, Standard Edition (日本語版)」のみとなります。 
また、ライティングソフトウェアの添付ツール 「FOLiO」、「HighMAT」 は、サポートし 
ていません。 

參添付のライティングソフトウェアに関するお問い合わせはライティングソフトメーカへ 
お願いします。お問い合わせ窓□などの詳細はライティングソフトウェア CD-ROM 内の 
説明書を参照してください。 

• 1つのシステム環境下に複数の ASPI マネージャが混在するとアプリケーションの動作が 
不安定になります。ライティングソフトウェアをインストールされる前に他の ASPI マ 
ネージャがインストールされていないことを確認の上、使用してください。 

• DVD Super MULTI ドライブで DVD-R/RW、DVD+R/RW、CD-R/RWl こ書き込みをそラ 
う場合に、添付のライティングソフトウェアのインストールが必要となります。 
ライティングソフトウェアのインストールを行う前に CD-ROM に含まれるドキュメント 
(doc/manual) を読んでください。 CD-ROM に含まれるドキュメントは pdf ファイルで 
す。 Acrobat Reader をインストールしてください0 
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ディスクに書き込みをする前に 

• 本装置を使用して、著作者の許可なしに、音楽 CD およびアプリケーションを複製する 
ことは個人的に利用するなどの場合を除き、法律により禁じられています。 

• DVD-R、DVD+R、CD-R は書き込みエラーを起こすとディスクの一部または全体が扱え 
なくなることがあります。書き込みエラーによるディスクの損失を防ぐため、以下につ 
いて注意してください。 

ーアプリケーションソフトなどメモリを大量に消費するおそれのあるプ□グラムを終 
了する。 

ースクリーンセーパを停止する。 

— ウィルスチェッカーやシステムエージェンシなどディスクチェックを行うプ□ヴラ 
ムを終了する。 

ースケジューラや時計など書き込み中に起動するおそれのあるものは、起動しないよ 
ろにする。 

— パワーマネージメント設定における省電力設定を解除する。 

一書き込み中にアプリケーションを起動しない。 


書き込み エラーに ついて 

光ディスウドライブを使用してディスウにデータを書き込まれる場合にドライブの特性上、使 
用する環境やディスクの特性などにより書き込みエラーが発生する場合があります。 
光ディスクドライブによるデータの破損、ディスウの損失につきましては弊社は一切の責任を 
負いかねますのであらかじめご了承ください。 

なお、重要なデータについては万一に備えて他のパックアップ装置との併用をお勧めします。 


ファームウ I アのバージヨンアップについて 

本装置のファームウエアのパージョンアップについて弊社ホームページにてご案内する場合 
があります。 

[NEC 8番街]: http :// nec 8. com / 

弊社より案内のないファームウエアへのパージョンアップは行わないでください。その場合、 
該当装置は弊社の保証期間内であっても保証対象外となりますので注意してください。 






124 基本的な操作 


ディスクのセツト/取り出し 

1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 

トレーが出てきます。 

3. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。 

4. トレーイジェクトポタンを押すか、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内にセツトされます。 

胃■'ノ ディスクのセツト後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは、再度ディス 
クをセツトし直してください。 


ディスクの取り出しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジェクトボタンを押 
してトレーをイジェクトレ、トレーから取り出します（アクセスランプが点灯しているとき 
は、ディスクにアウセスしていることを示します。この間、トレーイジェクトポタンは機能し 
ません)。 

0S によっては 0S からトレーをイジェクトすることもできます。 

ディスクを取り出したらトレーを元に戻してください。 


ディスクが取り出せない場合の手順 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り出せない場合は、次の手順に従って取り出 
します。 


1. POWER / SLEEP スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消 
灯）にする。 


2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引き伸ばして代用でき 
る）を光ディスクドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押す。 

強制イジェウトホールの位置はド 
ライプのタイプによって異なる場 
合があります。 



強制イジ ェクトホール 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 
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5. トレーを押して元に戻す。 


ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 DVD/CD 規格に準拠しない「コピーガード付き DVD/CD」 などのディスクに 
つきましては、 DVD/CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラペルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やポールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 




126 内蔵オプションの取り付け 


内蔵オプションの取り付け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


胃"〇 • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
Bfai 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD を使ってシステムをアップ デ ートしてください （65 ページを 参 
照)〇 


安全上の注意 


安全に正しくオプシヨンの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



AA 

®(g) 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

拳自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
• リチウムバッテリを取り外さない 

春 プラグを差し込んだまま取り扱わない 



△注意 



AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• u ストストラップ（アームパンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ろ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

一部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 





128 内蔵オプシヨンの取り付け 


取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. 0 S からシャツトダウン処理をす 
るか POWER / SLEEP スイツチを 
押して本体の電源を〇 FF 
( P 〇 WER / SLEEP ランプ消灯） 
にする。 



2. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタから抜 
く。 




3. 


本体背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

レフトサイド カバー 

本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはレフトサイドカパーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってレフトサイドカパーを取り外します。 


1. 「取り付け/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。 


2. 筐体ロックに錠をしている場合 
は、錠を取り外す。 


3. 本体の底面についているスタビラ 
イザ （4 個）を内側に折りたた 
む。 


4. 右側のカバーが底面を向くように 
して本体を横置きにする。 

ゆつ<りと静かに倒してくださ 
い。 













































130 内蔵オプションの取り付け 
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取り付け 


サイドカパーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカパーの上下にあるフックが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていること 
を確認してください。また、本体前面にスライドしてカパーを取り付けるときにも、サイドカ 
パー前面側にあるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを確認してください。フ 
レームに引っ掛かつていないとカパーを確実に取り付けることができません。 


本体上面側の 

フ 、V ろ フックの差し込み穴 




レフトサイドカバーの裏側 


本体の フレーム 


最後に取り外しの際に外したネジ （2 本）でレフトサイドカパーを取り付けます。 



ネジ 








































































132 内蔵オプションの取り付け 


フロントマスク 

ハードディスクドライブや 5.25 インチデパイスを取り付ける（または取り外す）ときはフロ 
ントマスウを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってフロントマスウを取り外します。 


フロントマスクを開<。 



2. フロントマスクを開いた状態で、 
上方向にスライドして取り外す。 
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取り付け 

フロントマスクは「取り外し」の逆の手順で取り付けることができます。 


1. フロントマスクのタブ （2 か所） 
を、本体の前面右側のフレームに 
ある穴に差し込む。 



2. フロントマスクを閉じる。 






































134 内蔵オプションの取り付け 


3.5 インチ八ードディスクドライブ (3.5 インチディスクモデル) 

本体の内部には、ハードディスクドライプを最大4台取り付けることができます。 


■"〇 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティのハードディスクドライブを取り付けるとハードディスクドライ 
ブだけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 



八ードディスクドライプ 
(4 台目） 


ハードディスクドライプ 
(3 台目） 


ハードディスクドライプ 
(2 台目） 


ハードディスクドライプ 
(1 台目） 


HDD ケージ 
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取り付け 


次の手順に従って 3.5 インチハードディスクドライブを取り付けます。 


1. フロントマスクを開く。 

2. ダミートレーを外す。 


3. ハードディスクドライブを HDD 
ケージに取り付ける。 

八ードディスクドライブのトレー 
にあるハンドルを完全に開いた状 
態にして、 HDD ケージの奥に突き 
当てるまで差し込みます。 

差し込み終えたらレパーを閉じて 
固定します（「カチッ」と音がして 
ロックされます)。 



wO 弊社が推奨する八ードディスクドライブを使用してください。 

Bto 詳しくはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくだ 
さい。 


^ 囡を参照して八ードディスクドライプ（トレー）の向きを確認してがら差し込 
んで<ださい。またレバーを閉じた際にレパーのフックが HDD ケージのフレー 
ムに引つかがっていることを確認して<ださい。 



HDD ケージのスロットにはハードディスクドライブを搭載していないハード 
ディスクドライブトレーが取り付けられています。ハードディスクドライブを 
取り付ける場合は、ハードディスクドライブトレーを取り外してから取り付け 
てください。 

なお、本体内部の冷却効果を保持するためにハードディスクドライブを取り付 
けていない空きスロットにはハードディスクドライブトレーを取り付けてく 
ださい。 

































































136 内蔵オプションの取り付け 


ドライブキヤリアは、ハンドル部にある緑色のタブを押してハンドルを手前に止ま 
るまで開くと HDD トレーから解除されます。 

トレーとハンドルをしっかりと持ちながらまっすぐ HDD ケージに取り付けてくだ 
さい。 


胃-〇 本体の電源が ON の間に複数台の八ードディスクドライブを取り外すと論理ディ 
Bto スクを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


4. フロントマスクを閉じる。 


取り外し 

ハードディスクドライプは次の手順で取り外すことができます。 





八ードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータはハードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1. 128ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. フロントマスクを開く。 

3. 「取り付け」の手順2を参照して 
八ードディスクドライブを取り出 
す。 

4. フロントマスクを閉じる。 
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2.5 インチ八ードディスクドライブ (2.5 インチディスクモデル) 

本体の内部には、ハードディスクドライブを最大8台取り付けることができます。 


wrO 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
Bfai ドパーティのハードディスクドライブを取り付けるとハードディスクドライ 
ブだけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 



胃-〇 HDD はス□ット0 (右側）から順に間をあけないように取り付けてください。 
Bto ス□ット7から取り付けたり、ス□ットを飛ばして取り付けた場合、 DISK ラ 
ンプが正常に表示されません。 
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取り付け 

次の手順に従って 2.5 インチハードディスクドライブを取り付けます。 


1. フロントマスクを開く。 

2. ハードディスクドライブを HDD ケージに取り付ける。 

ハードデイスクドライブのトレーにあるハンドルを完全に開いた状態にして 、 HDD 
ケージの奥に突き当てるまで差し込みます。 

差し込み終えたらレパーを閉じて固定します（「カチッ」と音がしてロックされます）。 


*rO 弊社が推奨する八ードディスクドライブを使用してください。 
ito 詳しくはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくだ 
さい。 


1/^ 図を参照して八ードディスクドライプ（トレー）の向きを確認してから差し込 
んでください。またレパーを閉じた際にレパーのフックが HDD ケージのフレー 
ムに引つがかっていることを確認してください。 



HDD ケージのスロットにはハードディスクドライブを搭載していないハード 
ディスクドライブトレーが取り付けられています。ハードディスクドライブを 
取り付ける場合は、ハードディスクドライブトレーを取り外してから取り付け 
てください。 

なお、本体内部の冷却効果を保持するためにハードディスクドライブを取り付 
けていない空きスロットにはハードディスクドライブトレーを取り付けてく 
ださい。 


ドライプキヤリアは、ハンドル部にある緑色のタブを押してハンドルを手前に止ま 
るまで開くと HDD トレーから解除されます。 

トレーとハンドルをしっかりと持ちながらまつすぐ HDD ケージに取り付けてくだ 
さい。 


胃-〇 本体の電源が ON の間に複数台の八ードディスクドライブを取り外すと論理ディ 
スタを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


3. フロントマスクを閉じる。 
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取り外し 

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 





八ードディスクドライブ内のデータについて 

取り外したハードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータはハードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


4. フロントマスクを開く。 

5. 「取り付け」の手順2を参照して八ードディスクドライブを取り出す。 

6. フロントマスクを閉じる。 
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LSI Embedded MegaRAID の設定方法 


本体前面にあるハードディスクドライブベイに搭載したハードデイスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 


两"〇 參 RAID システム構成に変更する場合や、 RAID レベルを変更する場合は、 
BM ハードディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用す 

る八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップ 
を別のハードディスクドライブにとってからポードの取り付けや RA 旧 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントロー ラの特徴を理解し、目的にあった RAID コン ト ロー ラを 
使用してください。 

• RAID 0 以外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 
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3.5 インチディスクモデル 

RAID システムの構築には、オンボードの RAID コントローラ （LSI Embedded MegaRAID TM ) 
の機能を利用する方法の他にオプションの RAID コント□—ラ （N 8103 -90/1 16/117/1 18) を 
利用する方法があります。 

オンボードの RAID コント □ ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を利用する場合 

マザーボード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設定を変更すると、内蔵ハード 
ディスクドライブを RAID システムのハードディスクドライブとして認識させることができま 
す。ジャンパの位置と設定は下図のとおりです。 



ジャンパの設定を変更した6、 BIOS SETUP ユーティリティで内蔵ハードディスクドライブ 
を RAID システムのハードディスウドライプとして認識させます。 

「Advanced」 メニュー ( D —「Peripheral Configuration」—「SATA Controller Mode Option」 
を 「Enhanced」 に設定し、 「Advanced」 メニューの一 「Peripheral Configuration」「SATA 
RAID」 を 「Enabled」 に設定してください（出荷時の設定では 「SATA Controller Mode Option」 
は 「Enhanced」 に、 「SATA RAID」 は 「Enabled」 に設定されています)。 

詳しくは「システム BIOS のセットアップ （SETUP)」（185 ページ）を参照してください。 

設定を変更したら、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAD システムを構築します。 
詳しくは、 「RAID システムのコンフィグレーション」 （219 ページ）を参照してください。 




添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シー厶レスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティ ングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
ティングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 
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オプションの RAID コントローラ( N 81 03-90/1 16/1 17/1 18) を利用する場合 

オプションの RAID コントローラ （ N 8103 -90/ 116/117/11 8) を取り付けた本装置で、内蔵 
のハードディスクドライブ （ N 8103 -90 は外付けのハードディスクドライプ）を RAID システ 
ム構成にする場合は、マザーポード上のハードディスクドライブインタフェースケープルの接 
続先を変更します。 

出荷時の内蔵ハードディスクドライプのインタフェースは、マザーポード上の SATA コネクタ 
に接続されています。 

詳細な説玥は、オプションの RAID コント□ーラ （ N 8103 -90/1 16/117/1 18) に添付の説明 
書を参照してください。 


p-O 

与 

オプションの RA 旧コントローラは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの 
金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから RAID コントロー 
ラポードを取り扱ってください。また、 RA 旧コントローラポードの端子部分 
や部品を素手で触ったり、 RAID コントローラポードを直接机の上に置いたり 
しないでください。静電気に関する説明は127ページで詳しく説明していま 
す0 

〆 

1 チェック 1 

オプションの RAID コントローラを取り付ける場合は、 BIOS SETUP ユーテイ 
リテイの 「Advanced」 メニューの 「PCI Configuration」一「PCI Slotxx R0M(xx 
は PCI スロット番号)」のパラメータが 「Enabled」 になっていることを確認し 
て < ださい。 

取り付け 



オプションの RAID コント □— ラ （ N 8103 -90/ 116/117/11 8) の取り付けは 「 PCI ポード」を 
参照してください。 


wO 

№3 

RA 旧 コン ト ローラを 接続する場合 、 BIOS の SETUP ユーティ リ ティの Boot 
メニュー における優先順位を8番目以内に設定してくださし、設定が9番目以 
降となつている場合 、 RAID コン ト □ーラのコンフィグレーションメニューを 
起動することができません。 
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HDD ケージの設定 

N 8 103-1 16/117を使用する場合は、 HDD ケージのジャンパ設定を変更してください。 
JP 1 (上側）を 2-3 ピンに設定します。 



W-O JP 1 と JP 3 は上下に隣接しています。 JP 1 ジャンパスイッチ以外は、変更し 
Bfai ないでください。 


取り外し 


オプションの RAID コント □— ラ （ N 8103 -90/1 16/117/1 18) の取り外しは、取り付けの逆 
の手順を行ってください。 
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2.5 インチディスクモデル 

RAID システムの構築には、本体装置内蔵の RAID コントローラ （ N 8103 -11 6相当内蔵）を利用 
します。 

ハードディスクドライプペイは出荷時の構成で本体装置内蔵の RAID コント□ーラ( N 8103- 
116相当内蔵）に接続されています。 

標準構成時 



RAID システムの構築には WebBIOS を使用します。詳しくは、 「 RAID システムのコンフイグ 
レーシヨン」 （219 ぺージ）を参照してください。 




添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
ティングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 
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RAID システム構築時の注意事項 


RAID システムを構築するときは、次の点について注意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA ハードディスウドライブどちらかを、構築した 
い RAID レベルの最小必要台数以上を搭載していること （ RAID の構成によってディスウ 
の最小必要台数は異なります）。 

• 論理ドライプは 、 RAID 0 、 RAID 1 、 RAID 10, RAID 5 、 RAID 50 、 RAID 6 のいずれが 
の RAID レベルを選択、設定します。 

内蔵のハードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から OS のインストール、セットアップまでをすることをお 
勧めします。 

システムをインス!ルしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ストールまでを自動でインストーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライプの 
構成についての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレージョン」 （219 ぺージ）や、才 
プシヨンの RAID コントローラ ( N 8103 -116/1 17/1 18) に添付の説明書を参照してください。 



• N 8103 -116/1 17/118実装時には、休止状態、スタンパイへの 
移行は行わないでください。 

參 「 RAID 5」「 RAID 6」「 RAID 50」 をご使用の場合は、別途 

N 8103-1 19 RAID アップグレードキットを増設してください。 
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冗長電源 

冗長電源の取り付け、取り外し方法は次のとおりです。 


取り付け 


冗長電源は、次の手順で取り付けることができます。 

1. 128ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 129ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ブラケットのネジ （1 本）を外 
し、ブラケットを取り外す。 




取り外したブラケットは、大切に保管してください。 
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5. 緑色のレバーをつまんだ状態で 
HosSwap PS を押し込む。 


6. 緑色のレバーを放す。 

レパーを放すと冗長電源がロック 
されます。 


取り外し 



冗長電源の取り外しは、「取り付け」と逆の手順で行ってください。 
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PCI ポード 

本体には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを5つ用意しています。 


春 PCI ポードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に対する注意については、127ページで説 
明しています。 

• ロングポードは PCI #2〜#5に搭載できます。また、実装する際には、 
マザーポード上の部品に接触しないよう、注意して実装してください。 



マザーボード 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I 覧 


<3.5 インチディスクモデル> 


型名 


ス□ット 
(バス A ) 

スロット 
(パス B ) 

スロット 
(パス C ) 

スロット 
(バス D ) 

スロット 
(バス E ) 

備考 



PCIe#l 

PCI - X #2 

PCIe #3 

PCIe #4 

PCI #5 

製品名 

PCI スロット性能 #1 

x 4 

レーン 

64- bit / 

133 MHz 

x 8 

レーン 

xl 

レーン 

32- bit / 

33 MHz 

スロットサイズ 

Full-Height 

PCI ポードタイプ #1 

x8 ソケット 

3.3 V 

x8 ソケット 

x8 ソケット 

5 V 

搭載可能なボードサイズ 

ショート 

ロング/シヨート 

N 8103 -95 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

一 

〇 

一 

一 

〇 

最大2枚まで 
内蔵ハードディスクドラ 
イブ接続不可 

N 8103 -75 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

一 

一 

〇 

最大2枚まで 
内蔵ハードディスクドラ 
イブ接続不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

一 

〇 

〇 

- 

N8 103-75 と混在不可 

N 8103 -90 

ディスクアレイコント□—ラ 
(外付 SAS) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

一 

一 

〇 

一 

- 

最大1枚まで 
内蔵ハードディスクドラ 
イプ接続不可 

N 8103 -116 

RAID コント□—ラ （128MB, RAID 0/1) 

〇 

- 

〇 

- 

- 

N8103-1 16/117/118 
のいずれか1枚まで 

N 8103 -117 

RAID コント□—ラ 
(128MB, RAID 0/ 1/5/6) 

〇 

- 

〇 

- 

- 

N 8103 -118 

RAID コント□—ラ 
(256MB, RAID 0/ 1/5/6) 

〇 

- 

〇 

- 

- 

N 8103 -94 

増設パッテリ （SAS) 

- 

- 

〇 

- 

- 

N8 103-90 に搭載 

N 8103 -120 

増設パッテリ 

〇 

- 

〇 

- 

- 

N8103-1 16/117/118 
に搭載 

N8104-101 

高速回線ボード 

- 

〇 

一 

一 

- 


N8 104- 102 

高速多回線ボード 

一 

〇 

一 

一 

- 


N 8104-111 

100BASE-TX 接続ボード 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

一 

〇 

一 

一 

〇 

最大2枚まで 

N 8104 -119 

1000 BASE-T 接続ボード 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

一 

〇 

一 

一 

〇 

PCI パス当たり1枚まで 
(AFT 時は、 PCI パス当た 
り最大2枚まで）ただし、 

N 8104 -120 はシステム当 
たり最大2枚まで 

N8 104-1 12との混在不可 

N8 104- 120 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) (力一 
ド性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

一 

〇 

一 

一 

〇 

N 8104 -126 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

一 

〇 

〇 

- 

最大1枚まで 
他の増設 NIC との 

T earning 不可 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch ) (力一 
ド性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

一 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -125 

1000 BASE-T 接続ボード (4ch) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

一 

〇 

〇 

- 


N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード （2ch) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

一 

〇 

一 

一 

〇 

PCI パス当たり最大1枚 
まで (AFT 時は最大2枚 

N8104-103/113 との混 
在不可 

N 8104 -123A 

10GBASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

一 

〇 

一 

一 

最大1枚まで 


• 標準搭載 〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例>1レーン =2.5Gbps、 4レーン =10Gbps 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下の力ードが接続可能。 

<例 >x4 ソケット— xl 力ード、 x4 カードは搭載可能。 x8 力ードは搭載不可。 

* 搭載可能なボードの奥行きサイズはショートサイズの場合173.1 mm まで、ロングサイズの場合3 12mm まで。 
* 各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 製品名のカッコ内に記載された力ード性能とは力ード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 
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<2.5 インチディスクモデル> 





ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 

スロット 
(バス C ) 

スロット 
(パス D ) 

スロット 
(バス E ) 





PCIe#l 

PCI - X #2 

PCIe #3 

PCIe #4 

PCI #5 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 #1 

x 4 

レーン 

64- bit / 

133 MHz 

x 8 

レーン 

xl 

レーン 

32- bit / 

33 MHz 

備考 



スロットサイズ 

Full-Height 




PCI ポードタイプ 

x8 ソケット 

3.3 V 

x8 ソケット 

x8 ソケット 

5 V 




搭載可能なポードサイズ 

ショート 

ロング/シヨート 


N 8103 -95 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： 64bit/66MHzPCI) 

- 

〇 

— 

— 

〇 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライプ接続不可 

N8 103-75 

SCSI コント□—ラ 

(力ー ド性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 
内蔵ハードディスクド 
ライプ接続不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□—ラ 

(力ー ド性能： PCI EXPRESS(xl)) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

N 8103 -75 と混在不可 

N 8103 -90 

ディスクアレイコント□—ラ 
(外付 SAS) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

— 

- 

〇 

- 

- 

最大1枚まで 
内蔵ハードディスクド 
ライプ接続不可 

N 8103 -116 

RAID コント□—ラ 
(128MB, RAID 0/1) 

• 



- 

- 


N 8103 -119 

RAID アップグレードキット 

〇 

— 

— 

- 

- 

N8 103-1 16に搭載 

N8 103-94 

増設パッテリ （SAS) 

- 

— 

〇 

- 

- 

N8 103-90 に搭載 

N 8103 -120 

増設パッテリ 

〇 

— 

- 

- 

- 

N8 103-1 16に搭載 

N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(力ード性能： 32bit/33MHzPCI) 

- 

〇 

- 

— 

〇 

最大2枚まで 

N 8104 -119 

1000巳 ASE-T 接続ボード 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

- 

- 

〇 

PCI パス当たり1枚まで 
(AFT 時は、 PCI パス当 
たり最大2枚まで）ただ 
し、N8 104- 120はシス 
テム当たり最大2枚まで 
N 8104 -112 との混在不 
可 

N 8104 -120 

1000巳 ASE-T 接続ボード (2ch) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

- 

〇 

N 8104 -126 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(xl)) 

- 

- 

〇 

〇 

— 

最大1枚まで 
他の増設 NIC との 
Teaming 不可 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボード （2ch) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

— 

- 

〇 

〇 

— 

最大2枚まで 

N 8104 -125 

1000 BASE-T 接続ボード (4ch) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

- 

- 

〇 

〇 

— 


N 8104 -112 

1000巳 ASE-SX 接続ボード (2ch) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

- 

- 

〇 

PCI バス当たり最大1 
枚まで (AFT 時は最大2 
枚まで） 

N 8104 -103/1 13との 
混在不可 

N8104-123A 

10GBASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

— 

〇 

- 

— 

最大1枚まで 


• 標準搭載 〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例 >1レーン =2.5Gbps、 4レーン =10Gbps 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下の力ードが接続可能。 

<例 >x4 ソケット— xl 力ード、 x4 力ードは搭載可能。 x8 力ードは搭載不可。 

* 搭載可能なボードの奥行きサイズはシヨートサイズの場合173.1 mm まで、ロングサイズの場合 312mm まで。 
* 各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 製品名のカッコ内に記載された力ード性能とは力ード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 
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取り付け 


次の手順に従って pci ボードス□ットに接続するポードの取り付けを行います。詳細について 
は、ポードに添付の説明書を参照してください。 


1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、 
ボードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 128ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 129ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


4. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 



5. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
パーを取り外す。 



取り外したス□ットカパーは大切に保管してください。 
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6. ポードの部品面を本体底面側に向け、ボードのリアノ ネルをフレームのノ （ ネにしっ 
かりと当ててからボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりと 
ボードを押し込む。 

ロングボードの場合は、本体前面側にあるガイドレールの溝にポードを合わせてか 
らス□ツトに接続します。 


PCI ガイドレール 




胃^ うまくポードを取り付けられないときは、ボードをいったん取り外してから取 
り付け直してください。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれ 
がありますので注意してください。 


7. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

8. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

9. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 


エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

1 0. 巳 I 〇 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは196ページをご覧ください。 
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取り付け後の設定 

取り付けたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体の BIOS セット 
アップユーティリティやボードに搭載.添付されているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本体の設定を変更しなければならない場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設定してください。 

なお、 本装置では電源 ON 後に PCI パス番号の小さい順にスキャンを します。 ポードに搭載さ 
れたオプション ROM 内に BIOS ユーティリティが格納されている場合は、 PCI パス番号の小さ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示し ます。 


取り外し 

次の手順に従って PCI ポードス□ットに接続されているボードの取り外しを行います。 

1 . 128ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 129ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクトカバーを取り外す。 

4. ボードを取り外す。 

5. 取り外したダクトカバーとレフトサイドカバーを取り付ける。 

6. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

7. 巳 I 〇 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの [Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは196ページをご覧ください。 
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DIMM 

DIMM ( DualIn-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取り付けます。マ 
ザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが8個あります。 

メモリは最大 32 GB まで増設できます。 


_"〇 參 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
PM の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく、本体が故障するおそ 

れがあります（これらの製品が原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、 
ポードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に対する注意については、127ページで説明し 
ています。 



本体前面 


また、本装置ではメモリの Dual Charnel メモリモードをサポートしています。 

Dual Charnel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が早くなります。 

増設順序 

DIMM の増設順序を示します。 


実装状況 

DIMM 番号 

標準実装時 

DIMM#A-1 と DIMM#B-1 

1組増設時 

DIMM#A-2 と DIMM#B-2 

2組増設時 

DIMM#A-3 と DIMM#B-3 

3組増設時 

DIMM#A-4 と DIMM#B-4 
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オンラインスペアメモリ機能のメモリ搭顏パターン 

オンラインスペアメモリ機能はメモリコントローラ配下のメモリが同一容量のメモリで統一 
されている場合のみ使用できます。 

また、オンラインスペアメモリはメモリコントローラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペア 
メモリを設定します。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設定した場合の論理メ 
モリ容量が異なります。 

• Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 x 搭載数）一物理メモリ容量=論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数）一（物理メモリ容量/ 2 ) =論理メモリ容量 

本装置でサポートしているメモリは以下のとおりです。 

— N 8102 -3 17増設 1 GB メモリ ： Single Rank 
- N 8102 -3 18増設 2 GB メモリ ： Dual Rank 
- N 8102 -3 19増設 4 GB メモリ ： Dual Rank 
— N 81 02-320 増設 8 GB メモリ ： Dual Rank 

オンラインスペアメモリ機能を使用するには以下の搭載パターンでメモリを搭載してくださ 
し、（オンラインスペアメモリ機能を有効にするためには BIOS セットアップにて設定が必要と 
なります （197 ページ参照)） 
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メモリコントローラ〇配下の搭載パターン 



Group # 1 
DIMM # A 1、# B 1 

Group #2 
DIMM # A 2、# B 2 

Group #3 
DIMM # A 3、# B 3 

Group #4 
DIMM # A 4、# B 4 

物理メモリ 
容量合計 

論理メモリ 
容量合計 

パターン 1 

標準 1GB 

増設 1GB 



2GB 

1GB 

パターン 2 

標準 1GB 

増設 1GB 

増設 1GB 


3GB 

2GB 

パターン 3 

標準 1GB 

標準 1GB 

標準 1GB 

標準 1GB 

4GB 

3GB 

パターン 4 

増設 2GB 

増設 2GB 



4GB 

3GB 

パターン 5 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 


6GB 

5GB 

パターン 6 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

8GB 

7GB 

パターン 7 

増設 4GB 

増設 4GB 



8GB 

6GB 

パターン 8 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 


12GB 

10GB 

パターン 9 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

16GB 

14GB 

パターン 10 

増設 8GB 

増設 8GB 



16GB 

12GB 

パターン 11 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 


24GB 

20GB 

パターン 12 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

32GB 

28GB 


メモリコント ローラ0 


| Group #1| 




| Group #2| 




| Group #3| 




| Group #4| 


各 Group が同一容量 


メモリコント□—ラから一番遠いメモリがスペアメモリとして予約されます。 

^ • Group #1 と Group #2 にメモリが搭載されている場合、 Group #2 がスぺ 

F ェック I アメモリとなります。 

• Group #1,#2,#3 にメモリが搭載されている場合、 Group #3 がスペアメモ 
リとなります。 


メモリコント□—ラ1配下にも同様の搭載ノヽ°ターンにて搭載することが可能です。 

物理メモリ容量/論理メモリ容量は各コントローラ配下に搭載したパターンの合計となります。 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1 . 128ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 129ぺージを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 



4. DIMM を取り付けるコネクタにあ 
る左右のレバーを開く。 

5. DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 



4/^ DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
の キーとキース ロットがあります。 


無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれがあります。まつす 
ぐ、ていねいに差し込んでください。 


DIMM が DIMM コネクタに差し込まれるとレパーが自動的に閉じます。 

6. レバーを確実に閉じる。 

7. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

8. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

9. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については320ぺージを参照してください。 

10. SETUP を起動して 「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で増設 
した DIMM が BIOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認 
する （197 ページ参照)。 
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11. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは196ページをご覧ください。 

12. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は36ぺージを参照してください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ • 故障した DIMM を取り外す場合は， POST や ESMPR 0 で表示されるエ 
ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 
ください。 

• DIMM は最低2枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 「取り付け」の手順〗〜3を参照して取り外しの準備をする。 

2. 取り外す DIMM のコネクタの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

DIMM のロックが解除されます。 


3. DIMM を取り外す。 

4. ダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

5. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

6. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

7. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については320ぺージを参照してください。 

rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。ハード 
ウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは196ページをご覧ください。 

8. 故障した DIMM を交換した場合は、 「Advanced」 メニューの 「Memory 
Configuration」 で、 「Memory Retest」 を 「Yes」 にする。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは197ページをご覧ください。 

9. ベージングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は36ぺージを参照してください。 
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プ □ セッサ (CPU) 

標準装備の CPU (インテル® Xeon ® プロセッサー）に加えて、もう1つ CPU を増設し、マル 
チプロセッサシステムで運用することができます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてから CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関する説明は127ページで詳しく説 
明しています。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 弊社で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーポードが故障する 
おそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でも有料となります。 



CPU #1 

(標準装備の CPU ) 


CPU #2 

(オプションの CPU ) 


マザーボード 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けます。 


1. 128ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 129ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 

4. 左側面が上になるように本体を 
しっかりと両手で持ち、ゆっくり 
と静かに倒す。 




取り外した保護カノ ( 一は大切に保管してください。 
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^ CPU の向きに注意してください。 CPU とソケットは誤挿入を防止するために 
CPU とソケットにはピン マークが あります。 CPU とソケット側のピン マークを 
確認して正しく取り付けてください。 
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12. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジはたすきがけの順序で4つを 
仮どめしたあとに本締めしてくだ 
さい。 



13.ヒートシンクがマザーポードと水平に取り付けられていることを確認する。 


• 斜めに傾いているときは、し〗つたん匕一トシンクを取り外してから、も 

Bfai う一度取り付け直してください。 

CPU が正しく取り付けられていないとヒートシンクを水平に取り付け 
られません。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


14. ダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 
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15. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

16. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは196ページをご覧ください。 

17. Windows で、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ以上の CPU で運用する場 
合に以下の手順を行う。 

デパイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプロセッサ 
PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプロセッサ PC 」 に変更し、メッセージに 
従って再起動後、システムのアップデート （65 ページ）を行う。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、手順12 
〜4の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の2項目を参照して 
ください)。 





參 CPU の故障以外で取り外さないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く 
回して、ヒートシンクが CPU から離れたことを確認してから行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外すと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがあります。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 


1 .SETUP を起動して 「Main」-「Processor Settings」-「Processor 
Retest」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする 
(194ページ参照)。 

CPU を交換した場合は、 「 Main 」一 「Processor Settings 」 の順でメニューを選択 
し、増設した CPU の ID および L 2 CacheSize が正常になっていることを確認してくだ 
さい （194 ページ参照)。 

2. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは196ページをご覧ください。 











ハードウエア編 165 


ファイルデバイス 

本体には、光ディスクドライブや M 0 ドライプ、磁気テープドライプなどのパッウアップデパ 
イスを取り付けるスロットがあります。増設スロットは標準の状態で2スロットあります。 



參 SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボー 

ドと内蔵 SCSI ケーブルが必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を 
参照してください。 

參 オプションの IDE デバイスを取り付ける （ IDE 接続）場合は、光ディスク 

ドライブを増設スロット1に移動させ、オプションの IDE デバイスを光 
ディスクドライブが実装されていたスロットに取り付けてください 
(167 ぺージ参照)。 

- 標準装備の光ディスクドライブ：マスタ（出荷時の設定） 

- オプションの旧 E デバイス：スレーブ 


フアイルペイ 



5.25 インチ 
デパイスペイ 
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取り付け 

次の手順に従ってファイルデパイスを取り付けます。ここでは標準装備のファイルペイを中心 
に説明しています。 ハー ドディスクドライブデパイス実装キットについては、説明が異なる場 
合のみ併記しています。 

• SCSI 接続の場合 


1. デバイスの設定をする。 

デパイスペイに取り付けるデパイスの設定は以下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端抵抗 OFF * 


* オプションの内蔵 SCSI ケープルに終端が取り付けられていない場合は 
終端抵抗 ON に設定してください。 


wO SCSI デパイスを搭載する場合は 、 SCSI ID が同じケーブルに接続されている 
ito 他の機器と重ならないように設定してください。 


2. 128ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 129ページと132ページを参照してレフトサイドカバーとフロントマスクを取り 
外す。 


VVi ハードディスクドライブデバイスベイ変換キッドを取り付ける場合は、増設ス 
IrjtvH ロット 2 のダミーカバーも取り外してください。 


4. 増設ス□ット1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外して取 
り外す。 



取り外したダミーカパーは大切に保管してください。 
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5. 取り付けるデバイスをデバイスに 
添付されているネジ2本で本装置 
添付のレ _ ルに固定する。 


6. 左右のリリースタブを押しながら 
増設ス□ット1にデバイスをゆつ 
くりと差し込む。 

「カチツ」と音がしてロックされる 
まで押し込んでください。 


7. 装置側面から取り付けた 5.25 インチデバイスにインタフエースケーブルと電源 
ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 

8. 本体を組み立てる。 

9. SCSI コントローラの BIOS ユーテイリテイを使って転送速度などの設定をする。 

詳しくは SCSI コントローラに添付の説明書を参照してください。 

10. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインスIルする。 

詳しくはデパイスに添付の説明書を参照してください。 

• IDE 接続の場合 

1. デバイスの設定をする。 

デパイスペイに取り付けるデパイスの設定は以下のとおりです。 



デバイス 

設定 

IDE デバイス 

終端抵抗 OFF 


2. 128ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 129ページと132ページを参照してレフトサイドカバーとフロントマスクを取り 
外す。 

4. 標準装備の光ディスクドライブとデバイスベイに搭載しているデバイスからすべて 
のケーブルを取り外す。 



















168 内蔵オプションの取り付け 


5. 左右のリリースタフを押しながら 
標準装備されている光ディスクド 
ライブを取り外す。 


6 . 


取り付けるデバイスをデノ（イスに 
添付されているネジ2本で本装置 
添付のレールに固定する。 


7. 


左右のリリースタブを押しながら 
光ディスクドライブが入っていた 
スロットにデバイスをゆっくりと 
差し込む。 

「カチツ」と音がしてロックされる 
まで押し込んでください。 


8 . 


増設ス□ット1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外してダ 
ミーカバーを取り外す。 





% 



取り外したダミーカバーは大切に保管してください。 
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9. 左右のリリースタフを押しながら 
光ディスクドライブを増設ス□ッ 
卜1にゆっくりと差し込む。 

「カチッ」と音がしてロックされる 
まで押し込んでください。 

10. 装置側面から取り付けた 5.25 イ 
ンチデバイスにインタフェース 
ケーブルと電源ケーブルを接続す 
る。 

詳しくは、この後の「ケープル接 
続」を参照してください。 

11. 本体を組み立てる。 

12. IDE コント□—ラの BIOS ユーティリティを使って転送速度などの設定をする。 

詳しくは IDE コント□—ラに添付の説明書を参照してください。 

13. 搭載したデバイスのデバイスドライパをインス I ルする。 

詳しくはデパイスに添付の説明書を参照してください。 



取り外し 


n n a /lls>ls»/iJS» 


ファイルデパイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デパイスを取り外し 
たままにする場合は、ダミーカパーを取り付けてください。 

















170 内蔵オプションの取り付け 


内蔵 USB FD ドライブ 

本体には、内蔵 USB FD ドライブを1台取り付けることができます。 


取り付け 


次の手順に従って内蔵 USB FD ドライブを取り付けます。 

1. 128ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 129ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フロントマスクを開く。 

3. 固定ネジ （2 本）を外し、 FDD ダ 
ミーパネルを取り外す。 



取り外した FDD ダミーゾ（ネルおよび固定ネジは大切に保管してください。 


4. 内蔵 USB FD ドライブを右図で示 
す向きに本体へゆっくりと差し込 
む。 
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5. 内蔵 USB FD ドライブに添付され 
ているネジ （2 本）で本体に固定 
する。 



mn つ， 

mnn ハ nn 

つ nnm 

H ハ! ハ m ハ! 

nn ハ nnn 

m つ二つ 


( M ) 


㈣ 


6. フロントマスクを閉じる。 



7. 本体の底面についているスタビラ 
イザ （4 個）を内側に折り畳む。 





































172 内蔵オプションの取り付け 


8. 右側のカバーが底面を向くように 
して本体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 


9. マザーボードの冷却フアンコネクタ 
フアンケーブルを取り外す。 

10. フロントフアンを固定しているネ 
ジ （1 本）を外し、フロントファ 
ンを取り外す。 


11. 右の図を参照して、 USB インタ 
フエース ケーブルの 4pin コネク 
夕側を内蔵 USB FD ドライブ付近 
まで通す。 





^ 内蔵 USB FD ドライプ以外の USB デパイスが本体に搭載されている場合は、内 
蔵 USBFD ドライプに添付されている USB インタフェースケープルは使用し 
ません。本体内に格納されている内蔵 USB FD ドライプ接続用インタフェース 
ケープルを使用します。 
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12. USB インタフェースケーブルの 
4pin コネクタ側を内蔵 USB FD 
ドライブへ接続する。 



^ USB コネクタの向きを間違えるとコネクタに挿入できません。正しい向きで揷 
入してください。 


13. USB インタフェースケーブル（内蔵 USB FD ドライブ添付）の lOpin コネクタを 
マザーポードの USB デバイス用コネクタに接続してください。 





@0 001 


□ 


©is 


〇 

Dgg a / 
__ 


Q i 


,USB デパイス用コネクタ 


^ 内蔵 USB ro ドライプ JU 外の USB デパイスが本体に搭載されている場合は、本 
手順は不要です。 


14. 取り外したフロントファンを元に 
戻し、ネジ （1 本）で固定する。 

フロントファンケープルは取り外 
し前と同じルートで通してくださ 
い。 






































































174 内蔵オプシヨンの取り付け 


15. フロントフアンケーブルをマザーボードの冷却フアンコネクタ（フロントフアン）に接続 
する。 

16. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 

内蔵 USB FD ドライプは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 
取り外したままにする場合は、ダミーパネルを取り付けてください。 
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増設フアン 

増設ファンの取り付け、取り外し方法は次のとおりです。 


取り付け 


増設ファンは、次の手順で取り付けることができます。 

1. 128ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 129ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクトカバー 
を取り外す。 




が 






















176 内蔵オプシヨンの取リ付け 



6. フアンブラケットを取り付ける。 


7. ファンブラケットを手順4で外したネジ 
(2 本）で固定する。 



が 
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8. フアンブラケツトのスロツトに1 
台目の増設フアンを取り付け、 
フアンのケーブルを取り付ける。 

フアンを持ち上げながら取り付け 
てください。 


9. フアンブラケットのもう一方のス 
□ットにもう一台の増設フアンを 
取り付け、フアンのケーブルを取 
り付ける。 

ファンを持ち上げながら取り付け 
てください。 


10. フアンをネジで固定する。 





















178 内蔵オプションの取り付け 


11. マザーボード上の FAN - PSE ジャ 
ンパを設定する。 



SATA 


12. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

13. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

取り外し 

増設ファンは、「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 
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ケーブル接続 

本体内部のデパイスのケーブル接続例を示します。 


インタフェースケーブル 


インタフエースケーブルの接続について説明します。 



ここで示す図は接続を中心として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


八ードディスクドライブの増設 

ハードディスクドライプを増設した際の接続について説明します。 

• 3.5 インチディスクモデルの場合 

ハードディスクドライプを増設した場合は、新たなケープル接続は不要です。ハードディ 
スクドライブは下から順に取り付けてください。 


5.25 インチ 
デバイスペイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル L ■ 1 SATA ケーブル 









































180 ケープル接続 


• 3.5 インチディスクモデルに RAID コントローラを増設している場合 

ハー ドディスクドライブを増設した場合は、新たなケーブル接続は不要です。)\_ドディ 
スクドライブは下から順に取り付けてください。 



5.25インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル l m j SAS ケーブル 


• 2.5 インチディスクモデルの場合 

ハードディスクドライプは右から順に取り付けてください。 
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5.25インチデバイスの接続 

5.25インチデパイスペイには SCSI デパイスと IDE デバイスを搭載することができます。 


SCS I デノ〈イスを搭載する場合 

接続に使用する SCSI コント□ーラと SCSI ケープルは別売です。別売の SCSI ケーブル (K410- 
68A(00)) に SCSI 接続の終端をするためのコネクタが取り付けられている場合は、 5.25 インチ 
デバイスの終端の設定を無効にしてください。 

• 3.5 インチディスクモデルの場合 



5.25インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


旧 E ケーブル— SCSI ケーブル cze SATA ケーブル 


• 2.5 インチディスクモデルの場合 



















































































































182 ケープル接続 


IDE デバイスを搭載する場合 

接続に使用する IDE コントローラと IDE ケープルは別売です。 

• 3.5 インチディスクモデルの場合 



5.25 インチ 
デパイスベイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル c — M-n SATA ケーブル 


參 2.5 インチディスクモデルの場合 
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電源ケープル 


電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケープル以外は本装置では使用しません。 

• 3.5 インチディスクモデル（非冗長電源搭載時）の場合 



• 3.5 インチディスクモデル（冗長電源搭載時）の場合 



P 3* 


* 未使用コネクタ 


































































184 ケープル接続 


• 2.5 インチディスクモデルの場合 
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システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


Basic Input Output System (BIOS) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説玥する内容をよく理解して、正しく設定 
してください。 



SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の 2 つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
更ができます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージョンがインストールされてい 
ます。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 





186 システム BIOS のセツトアップ （ SETUP ) 



本体の電源を0 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self-Test ) の実行内 
容が表示されます。 「NEC」 □ゴが表示された場合は、 <Esc> キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 


ここでく F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 

Enter passwordC 1 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFR こしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニュ _ を示す 


サブメニューが， 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 


► System t 



設定項目 


► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 
Assert NMI on SERR: 

• FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 
AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
Platform Event Filtering: 


[Enabled] 

[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry 3timesH 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

[ 20] 

[EnabLed] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


• /+ Change Values F9 Setup Defaults 

L Enter Select 卜 Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


n カーソルキー（丨、 i ) 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソルキー （― 、 — ） 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します0 

□ <一>キー/<十>キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ <tnte「> キー 

選択した パラメータの 決定を行うときに押します。 

□ <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 


□ <ra> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10> キー 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 













188 システム BIOS のセッ/'アップ ( SETUP ) 


設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を 7T： します0 


日付 • 時刻関連 


「Main」—「System Time」、「System Date」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

— UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」「AC-LINK」—「Power OnJ 

— POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「Server」rAC-LINKJ ^ 「Last State」 

— UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 
「Server」「AC-LINK」—「Stay Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」 —起動順序を設定する 

P 〇 ST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 ロゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアップ機能を利用する 

モデムから： 「Advanced」—r Advanced Chipset Control」 

― 「Wakeon Ring」 ― 「Enabled」 

RTC のアラームがら： 「Advanced」—rAdvanced Chipset Control」 

— rWake on RTC Alarm」—「Enabled」 

HW コンソール端末から制御する 

「Server」「Console Redirection」 -►それぞれの設定をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （DIMM) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory Configuration」-»•「DIMM Group #n Status」— 表示を確 
認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 
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メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

rAdvancedJ 「Memory Configurati 〇 n」—「Memory Retest 」-►「 Yes 」 再起動 

するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」-»• 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーポード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」—「Processor Settings」-♦「Processor Retest」 ― 「Yes」 -►再起動すると 
クリアされる 


キーポード関連 


Numlock を設定する 

fAdvanced J 「NumLock」—fOnJ (有効)/ 「Off」 (無効:初期値) 
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ィベントログ関連 


イベントログをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 fClear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 



巳 I 0 S レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」 -►パスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor)、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれの1/〇ポートに対して設定をする 


内蔵デパイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

RAID コント□ーラを取り付ける 

rAdvancedJ -►「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM」—「Enabled」 
n: PCI スロットの番号 

ハードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」—「Reset Configuration Data」—「Yes」 —再起動するとクリアされる 
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設定内容のセーブ関連 


巳 IOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 ま r こ ( 汰 「Discard Changes 」 

巳 IOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「 Exit 」一 ► rLoad Setup Defaults 」 

現在の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「 Exit 」一 ► 「Save Custom Defaults 」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「 Exit」—「Load Custom Defaults 」 





192 システム BIOS のセッ/'アップ ( SETUP ) 


パラメータと説明 


SETUP には大きく 6 種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Serve 「メニュー 
• 巳 00 1 メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<巳1^6「>キ_を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time: 

[iB:18:58] 

Item 

Specific Help 



System Date: 

[10/04/2007] 

<Tab>, 

<Shift-Tab>, or 

Hard Disk Pre-Delay: 

[Disabled] 

<Enter> 

selects field. 

► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 



► Primary IDE Slave 

[None] 



► Secondary IDE Master 

[None] 



► Secondary IDE Slave 

[None] 



► Processor Settings 




language: 

[English (US)] 




FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デパイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデパ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します （194 ページ参照)。 

し a 门 guage 

[English (US)] 

Frangais (FR) 

Deutsch (DE) 

Espanol (SP) 

Italian。（IT) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 


















194 シス 亍 A BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


wO BIOS のノ V ° ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 


Processor Settings サブメニュー 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Retest: 

l|^] 

Select 'Yes' , BIOS 
will clear historical 

CPU Speed: 

1860 MHz 

processor status and 
retest all processors 

Processor 1 CPUID: 

06 F6 

on next boot. 

Processor 1 L2 Cache: 

4096 KB 


Processor 2 CPUID: 

Not Installed 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Virtualization Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプロセッサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
後に自動的に「 N 0」に切り替わります。 

Processor Speed 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表示します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

Error 

数値の場合はプロセッサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを、 
「 Error 」 はプロセッサの強制起動を示します 
(表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プロセッサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 2 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L 2 Cache 

— 

プロセッサ2の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[ Enabled ] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうがを設定します。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプロセッサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。 

Cl Enhanced Mode 

Disabled 

[ Enabled ] 

Cl Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Intel SpeedStep ( R ) 
Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプロセッサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効/無効を設定します。 

本機能を未サボートのプロセッサが搭載さ 
れた場合には、設定が 「 Disabled 」 固定にな 
ります。 


[]： 出荷時の設定 












196 システム BIOS のセツトアップ （ SETUP ) 


Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced _ 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Conriguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


Num し ock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[ Off 」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプロセッサに異常を検出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


胃™〇 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
もクリアされます 。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブメニユー 


Advanced メニューで 「 MemoryConfiguration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced ■ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •■- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1 -#4 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します。 

Status 

Disabled 

Not Installed 

Error 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のように対応して 
います。 

Group #1 : DIMM # A 1 、 # B 1 

Group #2: DIMM # A 2、# B 2 

Group #3: DIMM # A 3、# 巳 3 

Group #4: DIMM # A 4、# 巳 4 
なお、本装置に搭載される DIMM はインター 
リープタイプのため2枚で1組として構成さ 
れています。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

nMB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ペースキーのみ有効となりく F 2〉、< F 4>、 

く F 12>、< Esc > キーは無視されます 0 

Sparing 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advs'iced _ 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video Controller 

Additional setup 

► Onboard LAN 


menus to configure 



onboard Video 

PCI Slot 1Option ROM 

[EnabLecO 

controller. 

PCI Slot 2 Option ROM 

匸 Enabled!) 


PCI Slot 3 Option ROM 

[EnabLecO 


PCI Slot 4 Option ROM 

[EnabLecO 


PCI Slot 5 Option ROM 

匸 EnabLedU 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-5 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI スロツ トに接続している PCI ボード上の才 
プシヨン ROM の展開を有効にするか無効にす 
るかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


*rO RAI □ コント□-ラや LAN ポード ( ネットワータブート）、 Fibre Channel コン 
Bto 卜 □ ーラで、 os がインス!ルされた八ードディスクドライブを接続しない 

場合は、その PCI スロットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
ください。 


Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンポード上のビデオコントローラの有効/ 


[Enabled] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[Auto] 

オンボード上のビデオコント□—ラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的にするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンポード上の LAN コントローラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ1の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ2の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt: 

[IRQ 4] 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB Controller: 

[Enabled] 

User configuration 

USB 2.0 Controller: 

[Enabled] 


Parallel ATA: 

[Enabled] 


Serial ATA: 

[Enabled] 


SATA Controller Mode Option: 

Ctnhancedl] 


SATA AHCI: 

[Enabled] 


SATA RAID: 

[Disabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



害 IJ り込みべース i / o アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3 F 8 h ] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのペース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 

[2 F 8 h ] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B のためのペース l /〇アドレ 
スを設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB コント□ー ラの有効/無効を設定しま 
す。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Parallel AT A 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のパラレル ATA コント□— 

ラの有効/無効を設定します。 

Serial AT A 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーポード上の SATA コントローラの有効 
/無効を設定します。 

SATA Controller Mode 
Option 

Compatible 

[ Enhanced ] 

「Serial ATA 」 の設定を有効にしている場合 
に機能します。 

マザーボード上の SATA コント□ーラの動作 
モードオプションを選択します。 

「 Compatible 」 を選択すると、 SATA ハード 
ディスクドライプを自動的に検出後、一般 
のハードディスクドライプとして制御しま 
す0 

「 Enhanced 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的に検出後、ネイ 
ティプ IDE モードでハードディスクドライプ 
を制御します。 



* 3.5 インチディスクモデルで、オンボー 
ド SATA コント□—ラを使用して Linux 
〇 S をインストールする場合には、 
Compatible モードを使用してください 
(オプションの RAID 力ードを使用する場 
合や 、 Windows 0 S の場合は Enhanced 
モードをご使用ください)。 

SATA AHCI 

Disabled 

[ Enabled ] 

rSATA Controller Mode Option 」 の設定を 
「 Enhanced 」 にしている場合に表示します。 
SATA のネイティプインタフェース仕様であ 
る AHCI (Advanced Host Controller 

Interface ) の有効/無効を設定します。 

SATA RAID 

Disabled 

[ Enabled ] 

RAID ジャンパを 「 RAID 構成有効」に設定し 
た時に 「 Enabled 」 設定で表示されます 0 

RAID ジャンパについては 、 「LSI Embedded 
MegaRAID の設定方法」 （140 ページ）を参 
照してください。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

[ Disabled ] 

Enabled 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) I/O AT 

Disabled 

[ Enabled ] 

Intel I/O アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロ、ソクのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


WTW wake On Ring 機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
Bto た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Ring 機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

PI Security ■ 




Item Specific Help 

User Password Is: 

Clear 


Supervisor Password is: 

Clear 




Supervisor Password 

Set User Password 

[RTOH] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled ： 


► Security Chip Configuration 



FI Help t [ Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter 〉 キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


• 「User Password 」 は、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定でぎません。 

• 0 S のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「Security Chip Configuration 」 
は選択後、 < Enter > キーを押してサブメニューを表示させてがら設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーパイザパスワードが設定されてい 


Set 

るがどうがを示します（表示のみ)。 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

<巳11拍「>キ_を押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter >*_ を押すとスーハ °_ パイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行ラ/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーパイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDE ハードディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER スイッチ抑止機能を有効にするか無 
効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 


[]： 出荷時の設定 
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Security Chip Configuration サブメニユ ー 

Security メニューで 「SecurityChip Configuration 」 を選択し、 < Enter > キーを押すと以下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Security ■ 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します 
(Supervisor Password をセツトすると選択 
可能になります)。 

Current TPM State 

— 

現在の TPM 機能の状態を表示します。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable and Activate 
Deactivate and Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Serve 「メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server | 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration」 は選択 
後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[EnablecO 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times ] 

BSP で FRB レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
卜ールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] に設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に 0 S 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンが 4 存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンから〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□—ラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどラかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[20] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を20秒が 
ら255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「Power On 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す0 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=ni 中 

5 X 疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 


W-O 無停電電源装置 （ UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
Hlk ヨ を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server | 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: xxxx 

Board Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Board Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Onboard LAN1 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Onboard LAN2 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Management LAN MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

BMC Device ID: 01 

BMC Device Revision: 01 

BMC Firmware Revision: 01.00 

SDR Revision: 01.00 

▼ 

ALL items on this meenu 

cannot be modified in 
user mode. If any 
items require changes, 
please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 

— 

本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 

— 

本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本装置のシステムの部品番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ)。 

Chassis Serial Number 

— 

本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート 1 の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート 2 の MAC アドレス有 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデパイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 

— 

BMC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 

— 

BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection サブメニュー 

Server メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Ente「> キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

この メニューで 設定したシリアルポートが 
ら DianaScope やハイパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
するか無効にするかを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続する ハー ドウエアコンソールとのイン 
タフ エースに 使用する ポーレー トを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

[ Enabled ] 

Disabled 

コンソールリダイレクションを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設 
定します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接続しているハードウエアコンソールがら 
送信されたエスケープコマンド （Esc R ) に 
よるリセットを有効にするかどラかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 



















ハードウエア編 209 


BMC LAN Confi 吕 uration サブメニュー 

Server メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter > キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server ■ 


BMC LAN 

Configuration 

Item Specific Help 

IP Address 

[^.168.001.001] 

Display IP Address. 

IP Subnet Mask 

[255.255.255.0] 


Default Gateway 

[000.000.000.000] 


DHCP: 

[Disabled] 


Web Interface 



HTTP: 

[Disabled] 


HTTP Port Number: 

[ 80] 


HTTPS: 

[Enabled] 


HTTPS Port Number: 

[ 443] 


Command Line Interface 



Telnet : 

[Disabled] 


Telnet Port Number: 

[ 23] 


SSH: 

[Enabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

IP Address 

[192.168.001.001] 

管理用 LAN の IP アドレスを設定します。 

IP Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設定しま 
す。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定します。 

DHCP 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Enabled ] に設定すると、 DHCP サーパが 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [ Disabled ] に設 
定します。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [ Enabled ] に設定してく 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際に使用す 
る TCP ポートナンパーを設定します。 

HTTPS 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [ Enabled ] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンパーを設定します。 

Command Port Number 

- 

- 

Telnet 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポ トナンパ を設定します。 

SSH 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポ _ トナンパ _ を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 


Event Log Configuration サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Enter > キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server _ 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラーログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log サブメニュー 

Server メニューの 「Event Log Configuration 」 で 「System Event Log 」 を選択すると、以 
下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステムイベントログは< i >キー/< t >キー、<+>キー/ <-> キー、< 
Home > キー /< End > キーを押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator ID = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 
Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description : 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specitic Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:Older SEL 

Home:Newer SEL 
End :0lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ••- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Configuration の注意事項 

參 BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 

プユーティリティの Load Setup Default を実行してもデフォルトに戻 
りません（デフォルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行し 
てください)。 

參 Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

參 本体装置にパンドルされている管理ソフト 「 DianaScope 」 をご使用の 

場合は、 DianaScope で設定された項目も Clear BMC Configuration 
の操作にてクリアされます。 DianaScope をご使用の場合には、本操作 
を行う前に DianaScope の設定情報のパックアップを行ってください。 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



起動デパイスとして登録されていないデパイス 


起動デパイスとして登録されたデパイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD - ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD - ROM ドライプ（本体標準装備の光ディスクドライプなども含む） 

USB FDC 

US 巳フロッピーディスクドライプ 

USB KEY 

US 巳フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備のハードディスクドライプ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八ードディスクドライプ 

RAID システム構成の場合は 「Software RAID 」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot xxxx :本体標準装備の LAN。「Slot 0 C 00 J が LAN 1 、 「Slot 0 C 01」 

が LAN 2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデパイスを検出すると、該当する表示項目にそのデパイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデパイスから起動させるためにはそのデパイスを 
起動デパイスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デパイスを選択後して < X > キーを押すと、選択したデパイスを起動デパイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デパイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデパイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後に < Shift > キーを押しながら、<1>キーを押すと選択したデパイスを有 
効.無効にすることができます。 

3. <! >キー/<丨 >キーと <十>キー/<_>キーで登録した起動デパイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デパイスの位置へ<丨 >キー/<丨 >キーで移動させ、<十>キー/<_>キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

| Exit | 



Item Specific Help 

Exit Saving Changes 


Exit Discarding Changes 


Load Setup Defaults 

Exit System Setup and 

Load Custom Defaults [Enter] 

save your changes to 

Save Custom Defaults [Enter] 

CMOS. 

Disacard Changes 


Save Changes 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Execute Command F10 Save and Exit 


このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting?J の確認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 








214 システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 


Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。「1\1〇」を選択すると Exit メニューに戻ります。 


參 モデルによっては、出荷時の設定とデフオルト値が異なる場合がありま 
す。この項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた 
設定に直す必要があります。 


Loaa Custom Defaults 

このメニューを選択して <Ente「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□—ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom DeTaults 

このメニューを選択して <Ente「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「LoadCustom Defaults」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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■ J セツトとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


0S が起動する前に動作しなくなったときは、 <Ct「l> キーと <Alt> キーを押しながら、 <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
ito まいます。八ングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


胃-〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
Bto OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをウリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


胃~〇 • CMOS メモリの内容をクリアすると BIOS セットアップユーティリティ 
Bfai の設定内容がすべてデフォルトの設定に戻ります。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となります。 



パスワードの保持/クリア用ピン 
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次にクリアする方法を示します。 



AA 

(g)_ 


警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを抜かずに取り扱わない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

A 

• 中途半端に取り付けない 
• 指を挟まない 
參高温注意 


本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
Bfai どに触れて身体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触らないでください。静電気に関する説明は127ページ 
で詳しく説明しています。 


• CMOS のクリア 


1. 128ページを参照して準備をする。 

2. 129ぺージを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

4. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

5. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

6. POST 中に < F 2> キーを押して BIOS セットアップユーティリティを起動して設定 
し直す。 
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• パスワードのクリア 

1. 128ページを参照して準備をする。 

2. 129ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

4. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

5. POST 中に < F 2> キーを押して BIOS セットアップユーティリティを起動してパス 
ワード設定し直す。 

6. 手順1、手順2を再度行ってレフトサイドカバーを取り外し、ジャンパスイッチ元 
に戻す。 

7. 本体を元どおりに組み立てる。 


割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コントローラ） 

0 

システムタイマ 

12 

Sm Bus 

1 

— 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

VGA 

5 

PCI 

17 

— 

6 

— 

18 

LAN1 

7 

PCI 

19 

LAN2 

8 

リアルタイムクロック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザーボードリソース 

23 

USB 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、 3.5 インチディスクモデルの本体装置のオンポードの RAID コントローラ (LSI 
Embedded MegaRAID ) や 2.5 インチディスクモデルの本体装置内蔵の RAID コントローラ 
( N 8 103-1 16相当内蔵)を使用して、内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして使 
用する方法について説明します。 3.5 インチディスクモデルのオプションの RAID コント□ーラ 
( N 8 103-90/116/117/118) による RAID システムの使用方法については、オプションに添付 
の説明書などを参照してください。 


RA 旧に *3 いて 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライプを複数まとめて扱う技 
術のことを意味します。 


つまり RAID とは複数のハードディスクドライプを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量ハードディスク 
ドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

RAID コント□-ラ(オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、本体 
装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -116 相当内蔵))では、1つのディスクグループを複数の 
論理ドライプ(パーチャルディスク）に分けて設定することができます。これらのパーチャル 
ディスクは、 RAID コント□ーラからそれぞれ1つのハードディスクドライブとして認識されま 
す。 RAID コントローラからのアクセスは、ディスクグループを構成している複数のハードディ 
スクドライプに対して並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、あるハードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 

RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID) がサポートする RAID レベルは、 「RAID 0」 
「RAID 1」 「RAID 10」、本体装置内蔵の RAID コント□-ラ (N 8103 -116 相当内蔵)がサボート 
する RAID レベルは、 「RAIDO」「RAID 1」 「RAID 5」 「RAID 6」 「RAID 10」 「RAID 50」です。 
ディスクグループを作成する上で必要となるハードディスクドライブの数量は RAID レベルご 
とに異なりますので、下の表で確認してください。 


RA 旧レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID0 

1 

8 

RAID1 

2 

2 

RAID5 

3 

8 

RAID6 

3本 

8 

RAID 10 

4 

8 

RAID50 

6 

8 


* シームレスセツトアップで RAID6 を選択するには同一容量のハード 


ディスクドライプが4台以上必要です。 


W ~0 本体装置内蔵の RA 旧コント□—ラ （ N 8103 -1 16相当内蔵）で 「RAID 5」 
「RAID 6 」 「RAID 50」をご使用の場合は、別途 N 81 03-1 19 RA 旧アップ 
グレードキットを増設してください。 



各 RAID のレベル詳細は、 「 RAID レベル」 （222 ページ）を参照してください。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスウグループは複数のハードディスクドライプをグループ化したものを表します。設定可 
能なディスクグループの数は、ハードディスクドライプの数と同じ数です。 

次の図はオンボードの RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID) または、本体装置内蔵 
の RAID コントローラ (N 8103-116相当内蔵)にハードディスクドライブを3台接続し、3台で 
1つのディスクグループ (DG) を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 





DG0 容量 108G 巳 


ハードデイスク 
ドライブ1 
(36G 巳) 


ハードディスク ハードディスク 
ドライブ2 ドライブ3 

(36GB) (36GB) 
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パーチヤルディスク (Virtual Disk) 

パーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライプとして設定したものを表 
し、 0S からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なパーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□—ラ当たり最大64個になります。 

次の図はオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID) または、本体装置内蔵 
の RAID コントローラ (N 8103 -1 16相当内蔵)にハードディスウドライブを3台接続し、3台で1 
つのディスクグループを作成し、ディスクヴループに RAID5 のパーチヤルディスク (VD) を2つ 
設定した構成例です。 


RAID コント□ーラ 


DG 0 容量 108 G 巳 



J \— ドデイスク 
ドライブ1 


ハードデイスク 
ドライプ2 


ハードディスク 
ドライブ3 


(36GB) (36GB) (36GB) 


パリティ (Parity) 

冗長データのことです。複数台のハードディスウドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライプが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスクドライプの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホツトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで構成されたロジカルドライブ配下のハード 
ディスクドライプに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意された予備のハー 
ドディスクドライプです。ハードディスクドライプの障害を検出すると、障害を検出した 
ハードディスクドライブを切り離し(オフライン)、ホットスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RA 旧レベル 

オンボードの RAID コント □— ラ (LSI Embedded MegaRAID) または、本体装置内蔵の RAID] 
ントローラ (N 8103 -116 相当内蔵)がサボートしている RAID レベルについて詳細な説明をし 
ます。 

オンボードの RAID コント□ー ラ (LSI Embedded MegaRAID) がサボートする RAID レベルは、 
「RAIDO」「RAID1」「RAID 10」、本体装置内蔵の RAID コント□—ラ (N 8103 -1 16相当内蔵)が 
サボートする RAID レベルは、 「RAIDOJ「RAID 1」 「RAID 5」 「RAID 6」 「RAID 10」 「RAID 
5 〇」です。 


RAID レベルの特徴 

各 RAD レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID0 

ストライビング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量=ハードディスクドライプ1台の容量 

X ハードディスクドライブ台数 

RAID1 

ミラーリング 

あり 

ハードディスクドライブが 2 台必要 
容量=八ードディスクドライブ 1 台の容量 

RAID5 

データおよび冗長データ 
のストライビング 

あり 

ハードディスクドライブが 3 台以上必要 
容量=八ードディスクドライブ 1 台の容量 

X (ハードディスクドライプ台数- 1) 

RAID6 

データおよび二重化冗長 
データ (0 ス トライピング 
あり 

あり 

ハードディスクドライブが 3 台以上必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライプ台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1のストライビング 

あり 

ハードディスクドライブが 4 台以上必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライプ台数 +2) 

RAID50 

RAID5 のストライピンク 

あり 

ハードディスクドライブが 6 台以上必要 
容量=ハードディスクドライブ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライプ台数- 2) 


胃〇 本体装置内蔵の RA 旧コント□ーラ （ N 8103 -1 16相当内蔵）で 「 RA 旧 5 J 
「 RA 旧6 」 rRAID 50 J をご使用の場合は、別途 N 81 03-1 19 RAID アップ 
グレードキットを増設してください。 
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「 RAIDO 」 について 


データを各ハードディスクドライプへ分散して記録します。この方式を r ストライビング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(ハードディスクドライブ1)、ストライプ2(ハードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(ハードディスクドライブ 3) • ■ •というようにデータが記録されます。すべての 
ハードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


胃-'ジ RAIDO はデータの冗長性がありません。ハードディスクドライブが故障する 
Bfai とデータの復旧ができません。 


RAID コント□—ラ 



^ - ^ 


' -- 


^ ^ N. 

、^ _^ 

八ード 
デイスク 

ドライブ1 
_^ 


八ード 
デイスク 
ドライブ2 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ5 


ストライプ6 


fRAIDU について 


1つのハードディスクドライブに対してもう1つのハードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台のハードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別のハードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方のハードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方のハードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 


RAID コント□—ラ 




ハード 
デイスク 
ドライブ1 



八ード 
デイスク 
ドライブ2 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 
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「 RAID5 」 について 

RAIDO と同様に、データを各ハードディスウドライブへ「ストライビング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ（冗長データ）も各ハードディスクドライブへ分散して記録 
します。この方式を「分散パリティ付きストライビング」と呼びます。 


データをストライプ(X)、ストライプ (X+1)、 そしてストライプ(X)とストライプ (X+1) から生成 
されたパリティ （x,x+1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ1台分の容量になります。ロジカルドライプを 
構成するハードディスクドライブのうち、いずれかの1台が故障しても問題な < データが使用 
できます。 


RAID コント□—ラ 



、 - メ 


、 _ ノ 


、-ノ 

八ード 

ディスク 

ドライプ1 

_ 


八ード 

ディスク 

ドライプ2 

_ 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 

ノ 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 




ストライプ4 


ノ、°リテイ（3,4) 


ストライプ3 




パリティ（5,6) 


ストライプ5 


ストライプ6 


「 RAID6 」 について 


RAID5 と同様に「ストライビング」方式で記録しますが、通常のパリティ （P) と、何らかの係 
数による重み付けなど異なる計算手法を用いた別のパリティ （Q) の、2種類のパリティを使用 
します。この方式を「二重化分散パリティ付きストライビング」と呼びます。そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ2台分の容量にな 
ります。ロジカルドライプを構成するハードディスクドライブのうち、いずれかの2台が故障 
しても問題なくデータが使用できます。 



RAID コント□—ラ 





厂 

1 1 1 






ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ4 


パリティ P (3,4) 



パリティ P (5,6) 


パリティ Q (5,6) 

パリティ Q (7,8) 


ストライプ7 


パリティ P (1,2) パリティ Q (1,2) 


パリティ Q (3,4) 


ストライプ3 



ストライプ5 


ストライプ6 

ストライプ8 


パリティ P (7,8) 
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「 RAID 10 」について 

データを2つのハードディスクドライプへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライビング」方式で記録しますので、 RA1D0 の高いディスクアウセス性能と、 
RAID 1の高信頼性を同時に実現することができます。 



RAID コント□—ラ 









1 

1 


广 へ 


^-^ 

、^ ノ 


^ - ^ 

、 ノ 


メ 

ハード 
デイスク 
ドライプ1 

-- 


ハード 
ディスク 
ドライブ2 

-- 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 

^-^ 


ハード 
ディスク 
ドライブ4 

^-^ 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


▲ 


RAID 1- 


▲ 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ5 


ストライプ6 



ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 




RAID 1- 


▲ 


RAID 0 


「 RAID50 」 について 

データを各ハードディスクドライプへ「分散パリティ付きストライビング」で分散し、さら 
にそれらを r ストライピンク'」方式で記録しますので、 RAID0 の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID5 の高信頼性を同時に実現することができます。 


RAID コント□—ラ 


C -> 


, - x 


ご - 

、- メ 


^— 、 





ハード 
デイスク 
ドライプ1 

^-^ 


八ード 
ディスク 
ドライプ2 

-^ 


八ード 
デイスク 
ドライプ3 
^-^ 


ハード 
デイスク 
ドライプ4 

-^ 


八ード 
ディスク 
ドライプ5 

^- 


八ード 
ディスク 
ドライプ6 

^- 


ストライプ1 


ストライプ6 


パリティ(9, 10) 


▲ 


ストライプ2 


パリティ (5, 6) 


ストライプ9 


RAID 5 . 


パリティ（1,2) 


ストライプ5 


ストライプ10 


ストライプ3 


ストライプ8 


パリティ（11, 12) 


ストライプ4 


パリティ(7, 8) 


ストライプ11 


RAID 5 


RAID0 


パリティ(3, 4) 


ストライプ7 


ストライプ12 


▲ 
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3.5 インチ八ードディスクドライブモデル 

オンポードの RAID コントローラのコンフィグレーシヨン 


3.5 インチディスクモデルの本体装置のオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded 
MegaRAID) を使用して、内蔵のハードディスウドライプを RAID システムとして使用する方法 
について説明します。 

八ードディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最小必要台数以上のハードディスウドライブを取り付けてく 
ださい。取り付け手順については、「3.5インチハードディスクドライブ (3.5 インチディスクモ 
デル)」（134ページ）を参照してください。 


胃~〇 取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
■to し)。また、 RAID 1 を構築する場合は、同じ容量のハードディスクドライブを 
使用することをお勧めします。 


RAID システムの有効化 

取り付けたハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、 RAID システムの 
ハードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID システムとして使用するためには、マザーポードの設定を変更してください。 



BTO で RAID 構成で出荷される場合は、 RAID システムが有効に設定されていま 
す。 



A\A\ 

A® 

⑭⑩ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 
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A 注意 


AA 

A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 




指を挟まない 

古:日:士章 

ラックが不安定な状態でデノ イスをラックから弓 I き出さない 
複数台のデパイスをラックから引き出した状態にしない 


1 . 128ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 129ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 



4. ジャンノ（スイッチの位置を確認す 


る 0 
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5. ジャンパスイッチの設定を変更する。 



6. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

7. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 
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RAID システム管理ユーティリティの起動と終了 

オンボードの RAID コント□—ラ （LSI Embedded MegaRAD) の管理ユーティリティは、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です。 



このコンフィグレーションユーティリティは本装置でサポートしている 
DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 


ユーテイリテイの起動 


1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 <Esc> キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 


Press < ESC > to view diagnostic message 
Press < F 2> to enter Setup , < F 12> Network 


2. POST 画面で、以下の表示を確認したら、く Ctrl>+<M> キーを押す。 


LSI SoftwareRAID BIOS Version xxxxxx 

LSI Logic MPT RAID Found at PCI Bus No:xx Bev No:xx 

Scaning for Port 00 Responding xxxxxxxx xxxxMB 

Standard FW xxx DRAM=128M 巳 (SDRAM) 

xx Logical drive(s) Configured 

Press <CtrlxM> to Run LSI Logic Software RAID Setup Utility 


ユーテイリテイが起動し、以下に示す TOP メニューを表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


以降の操作については、「メニューツリー」 （230 ページ）と「操作手順」 （231 ペー 
ジ）を参考に操作および各種設定をしてください。 
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ユーティリティの終了 

ユーティリティの TOP メニューで <Esc> キーを押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「Yes」 を選択してください。 


Please Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、 <Ct「l>+<Alt>+<Del> キーを押します。再起動します。 


メニューツリー 

◊:選択.実行パラメータ•：設定パラメータ • ：情報表示 
♦:パーチャルドライプ生成後設定（変更）可能 


メニュー 

説明 

OConfigure 

Configuration 設定を行う 

◊Easy Conriguration 

Configuration の設定個定値使用） 

ONew Conriguration 

Configuration の新規設定 

◊ View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

OClear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するパーチャルドライプを選択する 

Ol initialize 

パーチャルドライプ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

RAID コントローラ設定 

OSel . Adapter 

アダプタの選択 

•Rebuild Rate 

30 

•Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

•Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

•Cont on Error 

Yes 

•Fast 1 nit 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1 GB 

•Factory Default 

デフォルト値に設定 

OVirtual Drive 

パーチャルドライプ操作 

◊Virtual Drives 

パーチャルドライプの選択(複数ロジカルドライプが存在） 

Ol initialize 

パーチャルドライプの初期化 

◊Check Consistency 

バーチャルドライプの冗長性チェック 

◊ View/Update Parameters 

パーチャルドライプ情報表示 

• RAID 

RAID レベルの表示 

• SIZE 

パーチャルドライプの容量表示 

• Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 
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メニュー 

説明 

• #Stripes 

パーチャルドライプを構成しているハードディスクドライブ 
数を表示 

• State 

パーチャルドライプの状態表示 

• Spans 

スパンの設定状態表示 

• Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

• Read Ahead 

リードアへッドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホットスペアディスクに設定 

◊Force Online 

ディスクを強制的にオンラインにする 

◊Force Offline 

ディスクを強制的にオフラインにする 

◊Drive Properties 

ハードディスクドライプ情報の表示 

• Device Type 

デパイス種類 

• Capacity 

容量 

• Product ID 

型番 

■ Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

パーチャルドライプの冗長性チェック 


操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



ユーテイリテイを起動する。 
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2. TOP メニュー （Management Menu ) より、 「 Configure」-►「New 

Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 rview/add Configuration 」 
を選択する。 


參 「New Configuration 」 で Configuration を作成の場合、既存のコン 
フィグレーシヨン情報がクリアされます。既存のコンフィグレーシヨン 
情報に追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 では RAID 1のスパンの作成、バーチャルドライ 
ブ容量の設定ができません 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add 
Configuration 」 で作成してください。 


3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEVICE が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU」 画面が表示されます。 

- New Configuration - ARRAY SELECTION MENU - 

PORT # 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペー 


スキーを押す。 


ハードディスクドライプが選択されます（選択ハードディスクドライプの表示が 
「READY」 から「〇 NLIN」 になります)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


PORT # 



5. 


く FI 0> キーを押して 、 Select Configurable Array ( s ) を設定する。 
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6. スぺースキーを押す。 

SPAN- 1が設定されます。 

Select Configurable Array(s) 

— A-0 — 

SPAN-1 


7. く F 1 0>キーを押して□ジカルドライブの作成を行う。 

rVirtual Drives Configure」 画面が表示されます。（下図は、ハードディスクドライ 
プ2台、 RAID1 を例にしています） 


- Virtual Drives Confiaured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID」 ： RAID レペルの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID0 

1 

RAID1 

10 

RAID 1のスパン 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

(2) rSizeJ :パーチヤルドライブのサイズを指定します。本装置のマザーボード上 
の RAID コント□—ラは最大8個のパーチヤルドライプが作成できま 
す0 
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(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います0 


パラメータ 

備考 

Off 

ライトスルー 

On* 1 

ライトパック 


* 1 推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を 「 On 」 としており 
ます。突然の電源断でキャッシュデータを消失する場合 
がありますのでご注意ください。なお 「 Off 」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ 5096 以下に低下します。 

(4)「 RA」 ： Read Ahead の設定を行います0 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを行わない 

On 

先読みを行ラ 


(5) fSpanJ : Span 設定を行います0 


パラメータ 

備考 

SPAN=N0 

Span 設定を行わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行う 


SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組以上の同ーパックを作成しま 
す。 


SPAN 


RAID 1 の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

パーチャルドライブが生成され、 「Virtual Drive Configured」 画面にパーチャルド 
ライブが表示されます。 

10. パーチャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を抜け 、 「Save 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセープされます。 

1 1. Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より 「 Objects」-►「Virtual Drive 」-►「 View/Update 
Parameters 」 を選択してパーチャルドライブの情報を確認する。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Virtual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うパーチャルドラ 
イブに力ーソルを合わせ、スペースキーを押す。 

パーチャルドライブが選択されます。 
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15. パーチャルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して Initialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Virtual Drive ProgressJ 画面のメータ表示が10096になった6 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのバーチャルドライブに対して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （238 ページ）を参照してください。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 




コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

「 Rebuild-PHYSICAL DRIVES SELECTI 〇 N MENU 」 画面が*表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD に力ーソルを合わせ、スペースキーで選択する。（複数 
の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

ハードディスクドライブが選択されると、 “ FAL ” の表示が点滅します。 

5. 八ードディスクドライブの選択が完了したら、 < F 10> キーを押してリビルドを実 
行する。 


PORT# 
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6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートレます。 

「Rebuild Physical Drives in Progress」 画面のメータ表示が10096になった 6 リビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


ホットスペアの設定 



1. ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU」 画面が*表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定するハードディスクドライブにカーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

5. 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpareJ を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

ハードディスクドライプの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



^ • ホットスペアの設定を取り消すには、 「 Objects 」—「 PhysicalDrive 」 

I チェック I — 「 Port # X」—「Force Offline 」 を選択します。 

• ホットスペア用ハードディスクドライプが複数(同一容量)ある場合は、 
CH 番号 / D 番号が小さいハードディスクドライプから順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チ I ック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する。 

「Virtual Drives」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行うバーチャルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. バーチャルドライブを選択したら、 < F 10> キーを押して、整合性チェックを行う。 

5. 確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

rCheck Consistency Progress」 画面のメータ表示が10096になった6、整合性 
チェックは完了です。 
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6. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを 終了する。 


コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 


その他 

(1 )Clear Conriguration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「Configure」 
「ClearConfiguration」 を選択します。 「ClearConfiguration」 を実行すると、 RAID コン 
卜□ーラ、ハードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「ClearConfiguration」 を実行すると、 RAID コント□—ラのすべてのチヤネルのコンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 


I チェック I 


• RAID コント□—ラとハードディスクドライプのコンフィグレーション 
情報が異なる場合、 （ RAID コント□—ラ不具合による交換時以外 ) RAID 
コント□—ラのコンフィグレーション情報を選んだ場合、コンフィグ 
レーションが正常に行えません。その場合には 、 「Clear Configuration 」 
を実施して、再度コンフィグレーションを作成してください。 

• パーチヤルドライプ単位の削除は、このユーティリティではできませ 
ん〇 Universal RAID Utility を使用してください 0 


(2) Force Online 

Fail 状態のハードディスクドライプをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「Objects」 一 「Physical Drive」 —ハードディスクドライプ選択— 「ForceOnline」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 「Objects」—「Adapter」-*TSel. Adapter」—「Rebuild Rate」 を選択。 
0%〜 1 00%の範囲で設定可能。デフオルト値(設定推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

ハードディスクドライプの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「Objects」一►「Physical Drive」 
「Drive Properties」 を選択。 


♦ハードディスクドライブ選択- 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後 、 LSI EmbeddedMegaRAID のコンフィグレーシヨン、お 
よび、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき 
点について説明します。 


用語 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分が 
あります〇 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用するとき 
は、以下の表を元に用語を読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RA 旧ビューア 

「aidcmd コマンド 

Adapter 

RAID コント□—ラ 

RAID Controller 

Virtual Drive 

論理ドライプ 

Virtual Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デパイス 

Physical Device 


番号と ID 

ディスクアレイの各コンポーネントを管理するための番号は 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility と Universal RAID Utility では表示方法が異なります。 

以下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、 Adapter を〇から始まる番号で管理します。 
Adapter の番号を参照するには、[〇 bjects ] メニューの [ Sel . Adapter ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、 RAID コント□—ラを1から始まる番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAD コント□—ラの番号を参照するには、 RAD ビューアでは、 RAD コントロー 
ラのプロパティの[番号]を、 「 aidcmd コマンドでは、 RAID コント□—ラのプロパティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility のメニューで管理する Adapter 番号も RAD コントローラのプロパティの 
[ ID ] で参照できます。 

Virtual Drive と論理ドライブ 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Virtual Drive を 0 から始まる番号で管理します。 
Logical Drive の番号を参照するには、[〇 bjects ] メニューの [Virtual Drives ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、論理ドライプを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプロパティ 
の[番号]を、 「 aidcmd コマンドでは、論理ドライブのプロパティの [RAIDController #X Virtual 
Drive # Y ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID Configuration 
Utility の管理する論理ドライブ番号も論理ドライプのプロパティの [ ID ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、ディスクアレイを 0 から始まる番号で管理しま 
す。ディスクアレイの番号は、 [ 〇 bjects] メニューの [Physical Drive] の [ 〇 bjects - PHYSICAL 
DRIVE SELECTION MENU] の [Axx] で参照できます。 

Universal RAD Utility は、ディスクアレイを 1 から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプロパ 
ティの [ ディスクアレイ ] を、 「 aidcmd コマンドでは、ディスクアレイのプ □ パティの [RAID 
Controller #X Disk Array #Y] を参照します。 

Physical Drive と物理デバイス 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Physical Drive を Port 番号で管理します。 
Physical Drive の Port 番号は [ 〇 bjects] メニューの [Physical Drive] で [ 〇 bjects - PHYSICAL 
DRIVE SELECTION MENU] の [Port #] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを 1 から始まる番号と ID で管理します。番号は接続し 
ている物理デバイスを [D] の値を元に昇順に並べ、値の小さいものから順番に 1 から始まる値 
を割り当てたものです。 D は 、 LSI Software RAID Configuration Utility で表示する Port 番号 
と同じ値です。 

Universal RAID Utility で物理デバイスの番号と ID を参照するには、 RAID ビューアでは、物理 
デバイスのプ □ パティの [ 番号 ] と [ID] を、 「 aidcmd コマンドでは、物理デバイスのプロパティ 
の [RAID Controller #X Physical Device #Y] と [ID] を参照します。 
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優先度の設定 

LSI Software RAID Configuration Utility では、 RAID コントローラのリビルド優先度、整合性 
チェック優先度の設定項目を数値で表示 / 設定しますが 、 Universal RAID Utility は、高 / 中/低 
の 3 つのレベルにまるめて表示 / 設定します。それぞれの項目ごとの数値とレペルの対応につ 
いては、以下の表を参照してください。 

たとえば 、 LSI Software RAID Configuration Utility で、 RAID コントローラの [Rebuild Rate] 
を “10” に設定したとき 、 Universal RAID utility は、その RAID コントローラの[リビルド優 
先度 ] を “ 中 ” という値で表示します （ RAID コント □- ラの [ リビルド優先度 ] は “10” で 
動作します)。 

Universal RAID Utility で、 RAID コントローラの [ リビルド優先度 ] を “High ” に設定したと 
き、 [ リビルド優先度 ] は、 “20” で動作します 。 LSI Software RAID Configuration Utility で 
その RAID コント □- ラの [Rebuild Rate] を参照すると、 “20” と表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility での設定値と Universal RAID Utility の表示レペル 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

15 〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8-14 

中 (Middle) 

の Rebuild Rate 

0-7 

低 (Low) 

整合性チェック優先度 

15〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8-14 

中 (Middle) 

の Chk Const Rate 

0-7 

低 (Low) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定する値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Rebuild Rate 

低 (Low) 

5 

整合性チェック優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Chk Const Rate 

低 (Low) 

5 



• LSI Software RAID Configuration Utility では、 FGI (フォアグラウンドイニ 
シャライズ)、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も設 
定できますが、 Universal RAID Utility ではバックグラウンドイニシャラ 
イズの優先度は設定できません。 

• Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定できますが、 「LSI 
Embedded MegaRAIDj に対して、初期化優先度を設定できません。そ 
のため、 RAID ビューアのプロパティの [ オプション ] タブに[初期化優先 
度]の項目は表示しません。また、 raidcmd コマンドで初期化優先度を設 
定すると失敗します。 
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2.5 インチディスクモデル 

本体装置内蔵の RA 旧コントローラのコンフィグレ■シヨン 


2.5 インチディスウモデルの本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)を使用 
して、内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明しま 
す。 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラの機能について 

本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103-1 16相当内蔵)が持つ機能を説明します。 


U ビルド 

リビルド ( Rebuild ) は、ハードディスクドライプに故障が発生した場合に、故障したハードディ 
スクドライプのデータを復旧させる機能です。 『 RAID 1』 や 『 RAID 5』、『 RAID 6』 など、冗長 
性のあるパーチヤルディスクに対して実行することができます。 


マニュアルリビルド(手動リビルド) 


本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)の管理ユーティリティ 「 WebBIOS 」 
や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用し、手動で実施するリビルドです。ハードディスクドラ 
イブを選択してリビルドを実行することができます。 


オートリビルド(自動リビルド） 

Universal RAID Utility などのユーティリティを使用せず、自動的にリビルドを実行させる機能です。 

才ートリビルドには、以下の2種類の方法があります。 

• スタンパイリビルド 

ホットスペアを用いて自動的にリビルドを行う機能です。ホットスペアが設定されてい 
る構成では、パーチャルディスクに割り当てられているハードディスクドライプに故障 
が生じたときに、自動的にリビルドが実行されます。 

• ホットスワップリビルド 

故障したハードディスクドライプをホットスワップで交換し、自動的にリビルドを実行 
する機能です。 





リビルドを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リビルドに使用する八ードディスクドライブは、故障した八ードディスク 
ドライブと同一容量、同一回転数、同一規格のものを使用してください。 

• リビルド中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

參 リビルド中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでく 
ださい。万が一、停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった 
場合、速やかに電源の再投入を行ってください。自動的にリビルドが再 
開されます。 

• 故障した八ードディスクドライブを抜いてから新しいノ V — ドディスクド 
ライブを実装するまでに、90秒以上の間隔をあけてください。 

• ホットスワップリビルドが動作しない場合は、マニュアルリビルドを実 
行してください。 
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パト□-ルリード 

パト□—ルリード (Patrol Read ) は、ハードディスクドライブの全領域にリード&ぺリファイ 
試験を実施する機能です。パト□ールリードは、パーチャルディスクやホットスペアに割り当 
てられているすべてのハードディスクドライプに対して実行することができます。 

パトロールリードにより、ハードディスクドライブの後発不良を検出 • 修復することができる 
ため、予防保守として使用できます。 


冗長性のあるパーチャルディスウを構成するハードディスクドライブやホットスペアに割り 
当てられたハードディスクドライブの場合は、実行中に検出したエラーセクタを修復すること 
ができます。 

w-O 

W 与 

パトロールリードを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 

本体装置内蔵の RA 旧コントローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)は、工場出 
荷時にパトロールリードが有効 [ Enable ] となっています。 


• 

パト□-ルリードの設定を変更するには 、 Universal RAID Utility を使 
用します。 


• 

パトロールリード実行中にシステムを再起動しても、途中から再開しま 
す0 


整合性チェック 

整合性チェック (Check Consistency ) は、パーチャルディスクの整合性をチェックするための 
機能です 。 「RAID 0」以外の冗長性のあるパーチャルディスクに対して実行することができま 
す。 


整合性チェッウは、 WebBIOS や Universal RAID Utility から実施することができます。 

整合性チエツウは整合性をチエツクするだけでなく、実行中に検出した エラー セクタを修復す 
ることができるため、予防保守として使用できます。 



整合性チェックを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 整合性チェック中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 整合性チェック実行中にシステムの再起動を行うと途中から再開しま 
す。 

參 整合性チェックのスケジュール運転は、 WebBIOS 、 もしくは、 

Universal RAID Utility の raidcmd コマンドとオペレーテイングシス 
テムのスケジューリング機能などを組み合わせて行えます。 
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パックグラウンドイニシャライズ 


5台以上のハードディスクドライブで構成されたディスクヴループに RAID 5 のパーチャル 
ディスウを作成した場合、および7台以上のハードディスクドライプで構成されたディスウヴ 
ループに RAID 6 のパーチャルディスウを作成した場合、自動的にパックグラウンドイニシャラ 
イズ (Background Initialize ) が実施されます。パックグラウンドイニシャライズ機能は、初期 
化されていない領域に対してパックグラウンドでパリティ生成処理を行う機能であり、整合性 
チェックと同等の処理を行います。 

ただし、以下の場合はパックグラウンドイニシャライズが実施されません。 

• パックグラウンドイニシャライズが実施される前にフルイニシャライズ (Full Initialize )* 
を実施し、正常に完了している場合 

* フルイニシャライズは、パーチャルディスウの領域全体を「0」でクリアする機能です。 

• パックグラウンドイニシャライズが実施される前に整合性チヱックを実施し、正常に完 
了している場合 

• パックグラウンドイニシャライズを実施される前にリビルドを実施し、正常に完了して 
し'!る場合 ( RAID 5 のみ） 

• パーチャルディスウ作成時に 、 rDisable BGIJ の設定を 「 Yes 」 に設定した場合 

• パーチャルディスウが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合* 

* RAID 6 で部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の場合はパックグラウンドイニシャ 
ライズが実行されます。 

また、一旦パックグラウンドイニシャライズが完了しているパーチャルディスクに対して以下 
の操作を行った場合は、再度パックグラウンドイニシャライズが実施されます。 

• パーチャルディスウが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合に、オフラ 
インのハードディスクドライプに Make Online を実施し、パーチャルディスクが Optimal 
しなった場合 

• RAID コント□ー ラを保守部品などに交換した場合 

• 既存のパーチャルディスクにリコンストラクションを実施し、ハードディスクドライプ 
5台以上の RAID 5 構成に変更した場合 

• 既存のパーチャルディスクにリコンストラクションを実施し、ハードディスクドライプ 
7台以上の RAID 6 構成に変更した場合 


»rO 

W 与 

バックグラウンドイニシャライズを実行する場合は、以下の点に注意してくだ 
さい。 


• 

バックグラウンドイニシャライズ中は負荷がかかるため、処理速度は低 
下します。 


• 

バックグラウンドイニシャライズを中断させても、数分後に再度実施さ 
れます。 
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リコンストラクション 

リコンストラクション ( Reconstruction ) 機能は、既存のパーチヤルディスクの RAID レペルや 
構成を変更する機能です。リコンストラクション機能には以下の3通りの機能がありますが、 
本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)では Migration with addition のみを 
サポートしています。 

两~〇 リコンストラクションは、 WebBIOS で行います。 Universal RAID Utility は 
ito リコンストラクシヨンをサボートしていません。 


Removed physical drive 

本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103-1 16相当内蔵)では未サボートです。 

Migration only 

本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)では未サボートです。 


Migration with addition 

既存のパーチャルディスクにハードディスクドライプを追加する機能です。本機能の実行パ 
ターンは以下の通りです 。 （a :追加するハードディスクドライブの数） 


実行前 

実行後 

特長 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドライブ数 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドライブ数 

RAID0 

X 台 

RAID0 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID0 

1 台 

RAID1 

2 台 

容量は変更されない 

RAID0 

X 台 

RAID5 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a-1 台 
分の容量が拡大される 

RAID0 

X 台 

RAID6 

x+a 台 
(a =2 以上） 

ハードディスクドライプ 
a -2 台分の容量が拡大される 

RAID1 

2 台 

RAID0 

2+a 台 

ハードディスクドライプ a +1 台 
分の容量が拡大される 

RAID1 

2 台 

RAID5 

2+a 台 

八ードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID1 

2 台 

RAID6 

2+a 台 

八ードディスクドライプ a-1 台 
分の容量が拡大される 

RAID5 

X 台 

RAID0 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a + 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID5 

X 台 

RAID5 

x+a 台 

八ードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID5 

X 台 

RAID6 

x+a 台 

ハードディスクドライブ a-1 台 
分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID0 

x+a 台 

八ードディスクドライプ a +2 台 
分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID5 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a + 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID6 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 
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リコンストラクションを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リコンストラクション実行前に、必ずデータのバックアップと整合性 
チェックを実施してください。 

• 1つのディスクグループに複数のバーチャルディスクを作成している構 
成には、リコンストラクションは実施できません。 

• リコンストラクション中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 縮退状態 ( Degraded ) や部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の 
パーチャルディスクにも実行することができますが、リビルドを実行 
し、バーチャルディスクを復旧した後で実行することを推奨します。 

參 リコンストラクション中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実 
施しないでください。万が一、停電等の不慮の事故でシャットダウンを 
してしまった場合は、速やかに電源を再投入してください。再起動後、 
自動的に再開されます。 

春構成によっては、リコンストラクションが完了後に、自動的にバックグ 
ラウンドイニシヤライズが実行される場合があります。 


例） RAID5 のバーチャルディスクの Migration with addition 

以下は、 36 GB ハードディスクドライブ x 3台で構成された RAID 5 のパーチャルディスク 
に、 36 GB ハードディスクドライプを1台追加する場合の例です。 



【実行前】 
容量= 72 GB 



バーチャルディスク (RAID 5) 




36 GB 


36 GB 


36 GB 


36 GB 


【実行後】 
容量= 108 GB 
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WebBIOS を使用する前に 

「 WebBIOS 」 を使用する前に、サポート機能および注意事項をご覧ください。 


サポート機能 

• ハードディスクドライプのモデル名/容量の情報表示 

• ハードディスウドライブの割り当て状態表示 

• パーチャルディスクの作成 
- RAID レベルの設定 

— Stripe Block サイズの設定 
— Read Policy/Write Policy /10 Policy の設定 

• パーチャルディスクの設定情報.ステータスの表示 

• パーチャルディスクの削除 

• コンフィグレーシヨンのクリア 

• イニシャライズの実行 

• 整合性チIックの実行 

• マニュアルリビルドの実行 

• リコンストラクションの実行 


パーチャルドライブ作成時の注意事項 

1. DG を構成する八ードディスクドライブは同一容量および同一回転のものを使用し 
てください。 

2. VD を構築した後、必ず Consistency Check を実施してください。 

3. 本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)に 0 S をインストール 
する際は、 0 S インス I ル用の VD のみを作成してください。 

4. WebBIOS は DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 
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5. Web 巳 IOS の Physical Drive と Universal RAID Utility の物理デバイスの対応は、 
以下の情報で判断します。 

WebBIOS 

Physical Drives 欄で表示するエンクロージャ番号とス□ット番号* 

* Physical Drives 欄で表示される番号 ( X : X : X ) は、コネクタ番号：エンクロー 
ジャ番号：ス□ット番号を表します。本装置では、コネクタ番号は未サポー 
卜のため「0」と表示されます。 

エンクロージャ番号は常に「1」になります。スロット番号はディスクペイ 
のス□ット番号を表します。 

Universal RAID Utility 

物理デバイスのプ□パティで表示するエンクロージャ番号とス□ット番号 

WebBIOS の Physical Drives 欄に表示するス□ット番号は〇から始まる番号ですが、 
Universal RAID Utility のス□ツト番号は1から始まる番号ですので注意してくださ 
い0 


Web 巳 IOS の Physical Drives 表示画面 



Universal RAID Utility の物理デパイスのプ□パティ画面 
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WebBIOS の起動とメニュー 

WebBIOS の起動 

1. 装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 [ Esc ] キーを押してくださ 
し、。 


NEC 

Press <F2> to enter Setup, <F12> Network 


2. POST 画面が表示されたらく Ct 「 l >+< H > キーを押して WebBIOS を起動します。 
【 POST 画面イメージ（バーチャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAID SAS-MFI BIOS Version XXXX (Build MMM DD, YYYY) 
Copyright (c) XXXX LSI Logic Corporation 
HA -X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS PCI 8708 EM2 
FW package: X.X.X-XXXX 

X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS 
Press <CtrlxH> for WebBIOS 


POST 中はく Pause〉 キーなどの操作に関係ないキーを押さないでくださし、0 
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Main Menu 


WebBIOS を起動すると最初に表示される [Adapter Selection ] 画面です。 WebBIOS を用いて 
操作を実施するコントローラを選択し、 " Start " をクリックしてください。 


Adapter Selection 


LSI 





[Adapter Selection ] を実行すると WebBIOS トップ画面が表示されます。 



Physical Drives 欄で表示される番号 (X:X:X) は、コネクタ番号：エンクロー 
ジャ番号：ス□ット番号を表します。本装置では、コネクタ番号は未サボート 
のため、「0」と表示されます。 

エンクロージャ番号は常に n] になります。スロット番号はディスクベイの 
ス□ット番号を表します。 
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Adapter Properties 

WebBIOS トップ画面にて [Adapter Properties ] をクリックすると、設定情報を表示すること 
ができます。 



設定情報画面にて [ Next ] をクリックすると、詳細設定を表示することができます。 






Back 


設定情報画面は次のページにもあります。 [ Next ] をウリツクすると、次のページの詳細設定を 
表示することができます。 



Home 」 


• Back 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

パッテリのプロパティ画面を表 
7T： します 0 

- パッテリ搭載時 : Present 
- パッテリ未搭載時： None 

— 


Set Factory Defaults 

No 

Yes 

本製品の設定をベンダ出荷時の 
状態に戻します。 

不可* 1 


Cluster Mode 

Disabled 

- 

不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


BGI Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Adapter BIOS 

Enabled 

Disabled 

- 

不可 


Coercion Mode 

None 

128MB-way 

1 GB-way 

- 

不可 


PDF Interval 

300 

- 

不可 


Alarm Control 

Disabled 

Enabled 

Silence 

Disabled : アラームなし 

Enabled : アラームあリ 

Silence : アラームを停止します 

可 


Cache Flush Interval 

4 

- 

不可 


Spinup Drive Count 

2 

— 

不可 


Spinup Delay 

12 

一 

不可 


Stop On Error 

Disabled 

Enabled 

- 

不可 


Stop CC On Error 

No 

Yes 

整合性チェックで不整合を検出 
したときの動作を設定します。 
No: 修復して継続します。 

Yes: 中断します。 

可 


Maintain PD Fail History 

Disabled 

Enabled 

- 

不可 


Schdule CC 

Supported 

整合性チェックのスケジュール 
運転を設定します。 

可 



Set FactoryDefaults を実施すると NEC の工場出荷時の設定に戻せな<なりますので、実施しないで<ださい。 

設定値変更方法 

[Adapter Properties ] 画面にて設定変更可能なパラメータを変更した後、画面中央にある 
[ Submit ] ポタンをクリックして設定値を確定してください。 

確定した後は [ Back ] もしくは [ H ⑽ e ] ボタンをクリックして Main Menu に戻ってください。 
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バッテリを搭載した場合 

オプションのパッテリ ( N 8103 -120) を搭載している場合、 [ AdapterProperties ] 詳細設定 
画面の “Battery Back Up ” のステータスが “ Present ” と表示されます。 “ Present ” をク 
リックすると下記のパッテリステータス画面が表示されます。 



上記プ□パティ画面において” Auto Leam Period" , "Next LeamTime" お 
Dto よび” Leam Delay Inten/ar は設定変更不可です。 



• バッテリの状態を確認するには電流値を表す Current の値を参照してくだ 
さい 0 

- パッテリが充電状態のとき Current はプラスの値を示します。 

- パッテリが放電状態のとき Current はマイナスの値を示します。 

• WebBIOS では画面の表示が自動で更新されません。しばらく時間が 
経ってから画面表示を確認する場合は _ 度トップ画面に戻るなど表示を 
切り替えてから再度確認してください。 
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Scan Devices 

Web 巳 IOS トップ画面にて [Scan Devices ] をクリッウすると、接続されているハードディスク 
ドライブを再認識します。この機能は WebBIOS 起動後に新たなハードディスクドライブを接 
続した際に有効です。 


"~〇 • 新たに接続した八ードディスクドライブに他のコンフィグレーション情 

報が保存されている場合、下記の [Foreign Configuration] 画面が表示 
されます。そのまま新規八ードディスクドライブとして使用する場合 
は、 "Clear" をクリックしてくださしヽ。新たに接続した八ードディスク 
ドライブ内のコンフィグレーション情報がクリアされます。 

• 新規に接続した八ードディスクドライブ使用して Universal RAID 

Utility で論理ドライブを作成する場合、他のコンフィグレーションが 
残っていると論理ドライブを作成できません。その場合は、本機能で他 
のコンフィグレーションを削除してください。 （*) 

(*) Universal RAD Utility には本機能はありません。 
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Fasti nit alize 
Slow Initialize 
Check Consistency 
Properties 

Set Boot Drh/e (Current = 0) 


^ Go | jQ Reset I 





Virtual Disks 


WebBIOS トップ画面にて [Virtual Disks ] をクリックすると、すでに構成されている VD に対す 
る操作画面が表示されます。 





mm 


VD が存在しない場合は、画面右上の欄に VD が表示されません。本操作画面は 
VD が存在するときに使用してください。 


MefiaRAID BIOS Configure ion Util it v Virtu 彐 Di 


厂厂厂厂厂 
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Physical Drives 

WebBIOS トップ画面にて [Physical Disks ] をクリックすると、接続されている Physical Drive 
(ハードディスクドライブ)に対する操作画面が表示されます。 



胃-^ PD が存在しない場合は、画面右上の欄に P □が表示されません。本操作画面は 
ito pd が存在するときに使用してください。 
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確認する Physical Drive をクリックして選択する。 
P 「 〇 perties のチェック欄をクリックする。 

Go をクリツクする。 



Physical Drives Properties 

Physical Drive の Property の確認は以下の手順で行います 。 Physical Drive [0: 1:〇]の Property 
を確認する例を説明します。 


以下のプ□パティ画面が表示されます。 



①②③ 
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ConTiguration Wizard 

接続したハードディスクドライブを用いてパーチャルディスウを構築する機能です。本機能に 
ついては次項"パーチャルディスクの構築”にて説明します。 


Adapter Selection 

本体装置内蔵の RAID コントローラ （ N 8103-116相当内蔵)のアダプタの設定を行うために、 
WebBIOS にてコントロールするアダプタを変更する必要があります。 WebBIOS トツプ画面よ 
り [Adapter Selection ] をクリックすると、 WebBIOS 起動時に表示される [Adapter Selection ] 
画面が再度表示されます。 


Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 WebBIOS トップ画面にディスクグループ ( DG ) が表示されます。 
[Physical View ] をクリックすると、 DG を構築しているハードディスクドライブの情報が表示 
されます 。 [Logical View ] をクリックすると、 DG 内で構築されている VD が表示されます。 


Events 

イペント情報を確認する画面です。 

Events 機能をサボートしていません。 
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Exit 

WebBIOS トップ画面より [ Exit ] をクリックすると、 WebBIOS を終了するための確認画面が表 
示されます。 WebBIOS を終了する際は、下記画面にて [ Yes ] をクリツウしてください。 



WebBIOS が終了すると、下記の画面が表示されます。装置を再起動してください。 
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バーチャルディスクの構築 

ここでは WebBIOS を用いて、 VD (パーチヤルディスク)を構築する手順を説明します。 


ConTiguration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックすると、下記の画面 
が表示されます。該当する操作を選択し、画面右下の [ Next ] をクリッウしてください。 


Mega RAID BIOS Configure ion Utility Configure ion Wizard 


Corf i gurati cn Wzard guides you through the steps for corfigLration the Mega RAID 
System easily and efticiently. The steps are as follows: 


1. May definitions 

2. Virtual Dskdefinitions 

3. Coniguration Preview 


Group physical drives into arrays. 

Deine vitual disks using those arrays. 
Preview conlgurstion before it is saved. 


Please choose appropriate coniguration 

AJUgw>yau la cla r <st.bl.ln9can^lgaalbn only. 


C ksr Canffgu allan 
N«wCan^|gdalbn 


■ «*.lMln9 canf|gu albn. % yaa >bvc any«AKl.lng<bUa 

ar|srdsn>isddrh««. (.hc^la wll bs loU. 


Add Canf igu albn 


Rau lav aid can^lgualbn and lh«n add^ la Ui« 

CCMlfl^UicUia 1 !-apc^bn 
nal r«.ul hany^is bvv 


Cancel い ♦ 一 Next 」 


Clear Configuration : コンフィグレーションをクリアします。 

New Configuration : コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成します。既存 

VD が存在する場合はご注意ください。 


Add Configuration : 


既存 VD が存在する状態で、新たに VD を追加します。 
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[New Configuration] または [Add Configuration] を選択した場合、下記の画面が表示されま 
す0 



Custom Configuration :手動コンフィグレーションを実施します。 

(RAID レベルやサイズ等をすべて手動操作で決定します。） 

Auto Configuration : 自動コンフィグレーションを実施します。 

with Redundancy (冗長性のある RAD レベルにて VD が構成されます。） 


Auto Configuration : 自動コン フイ グレーシヨンを実施します。 

without Redundancy (冗長性の無い RAD レベルにて VD が構成されます。） 


"Custom ConfiguratiorT' 機能のみをサボートしています。 















複数台の PD(Physical Drive ) をひとまとめの DG(Disk Groups ) として定義します。 



① DG を構成する Physical Drive (ハードディスウドライプ)を <Ctr トキーを押しながら 
ウリツクすることで、複数台選択します。 



③画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が設定されます。 DG の確定するために、画面 
右下の [Accept DG ] をクリツウレます。 
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④ DG が確定されたら、画面右下の [ Next ] をクリックします。 



⑤ DG の設定後、スパン定義画面が表示されます。 



⑥画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を設定する DG を選択し [Add to SPAN ] をク 
リックすると、画面右側 Span 欄に DG が設定されます。 


Span 



⑦スパン設定完了後、画面右下の [ Next ] をクリックします。 


WrO • RAIDO，l ，5,6を構築する場合は、スパン設定は1つの DG だけを設定し 
Bfai てくださし、複数の DG に対して一度に VD 設定する場合、1つ目の DG 

に対して VD 設定してから、次の DG を選択して VD を設定してください。 

• RA 旧10,50を構築する場合は、同じ数量の八ードディスクドライブで 
構成された複数の DG をスノ（ン設定してください。 

• 異なる数量のハードディスクドライブで構成された複数の DG を一度に 
スパン設定することはできません。 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を構築します。 DG 確定後、 VD 定義画面が表示されます。 
画面右側の中段の' 1 NextLD,Possible RAID Levels " には、 DG 内に構築可能な VD の RAID レペル 
および最大サイズが表示されています。 

各設定項目の設定方法、設定推奨値については VD Definition 設定項目 （272 ぺージ）を参照し 
てください。 
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例として、 RAID 5サイズ yyyyy MB の VD を構築します。 


① 画面左側の設定項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

② Select Size ” 欄へサイズ “ yyyyy” を入力します。 

③ VD の設定が完了したら、画面中央下 [Acc 印 t] をクリックします。 

④ 続けて VD の構築を行う場合は、 [Back] をウリックしスパン定義画面から同様の手順で構 
築を行います。 

⑤ VD の構築が完了したら、 [Next] をクリックします。 



• あらかじめ "Select Size" 欄に入力されているサイズは、 RAID1 や 
RAID6 の場合の最大サイズです。 RAI □レベルを RAOO や RAID5 に設 
定した場合の最大サイズは、 “Next LD, Possible RA 旧 Levels" を 
参照し手動で入力する必要があります。 

• 「RAID 5」 「RAID 6」 「RAID 50 」 をご使用の場合は、別途 N8103- 
119 RAID アップグレードキットを増設してください。 



⑥ DG0 内に VD 0が構築され、以下の画面が表示されます。 


Configuration Preview ： This is the configuration def ined. Cl ick ACCEPT to save 
The is configuration. 




Cancel | Back | ^ Accept 
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⑦ 構築した VD に誤りがなければ、画面右下の [Acc 印 t] をクリックします。 

⑧ "Save this Configuration?" というメッセージが表示されますので、コン フィ グレーシヨ 
ンを保存する場合は" Yes" をクリックします。 

⑨ "All data on the new Virtual Disks will be lost. Want to Initialize?" と新規 VD に対しファ 
ストイニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。通常は 
"Yes" をクリックしてください。 

⑩ "Virtual Disks" 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左下の 
[Home] をクリックしてください。 

⑪ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右下に構築した VD が表示されます。 
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Configure SPAN 

例として、4台のハードディスクドライブを使用して RAID 10( RAID 1 のストライピンク)を構築 
する手順を下記に説日月します。 


胃-〇 RAID 00や RA 旧60の構成は未サポートですので、構築しないでください。 


① WebBIOS トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックして、 Wizard を起動します。 




ISI* 


_ I Disk Groip Definition: 


To add drive» to a Di»k Group, hold Control key while selecting 
Unconf Good drives and cl ick on Accept to Array. Then Accept DG. 
Drive addition can be indone by selecting the Rsciain button. 



Cancel I 4" Back I 


② DG を構成する Physical Drive ( HDD ) を < Ct 「 l > キーを押しながらクリックして選択します。 
(例として二つの DG を構築しスパンします。） 



③選択完了後、画面右下の [ AddtoArray ] をクリックし、画面右側 Disk Groups 欄に DG が設 
定されたことが確認できたら [Accept DG ] をクリックして確定します。 


Physical Drives Disk &<mjps 





















































④画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が構築されます。同様に2つ目の DG を構築し、 
画面右下の [ Next ] をクリックします。 



():1:0: ONLINE ： XXXXX 明 
0:1:1: ONLINE ： XXXXX h€ 
0:1:2: ONLINE ： XXXXX hB 
():1:3: ONLINE ： XXXXX MB 


():1:0: ONLINE ： XXXXX KC: 
():1:1: ONLINE ： XXXXX hC: 
DG1 SizelXOOMB 
():1:2: ONLINE ： XXXXX hB: 
0:1:3: ONLINE ： XXXXX hB: 
DG2 



作成された 2 つの DG を用いて RADI のスパンを設定します。 DG 確定後、以下のスパン定 
義画面が表示されます。 


IfexaRAID BIOS 






Span D if in it ion: To add array hole to a Span, select an array hole from the 

d^op-tJomCI ick on Add To Span.frrav hole will be added to the 
span.Array Hole addition can be undone by selecting the 
Reclaim button. 


| DG ： 0,Hole ： 0, R0,R1, XXXXXhe 


Add to SPAN 


Cancel | ,ii Back 丄時 . Next 


⑥画面左側 Array With Free Space 欄から、 DGO を選択し [Add to SPAN ] をクリックして、 
画面右側 Span 欄に DG を設定します。 
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続けて DG 1 を選択し [Add to SPAN ] をウリックします。2つの DG が画面右側 Span 欄に設 
定されたら、画面右下の [ Next ] をクリツウします。 



VD 定義画面が表示されます。画面左側へ必要なパラメータを入力し、画面中央下の [ Accept ] 
をクリックします。 








ハードウエア編 271 


⑨画面右側の欄に、 DGO と DG1 がどちらも VD 0に定義されていること確認し、画面右下の 
[Next] をクリツクします。 


■ 



Cancel | 4 11 Back | Next | 



⑩ ” Preview” 画面が表示されますので、構築した VD に誤りがなければ、画面右下の [Accept] 

をクリツクします。 



Configuration Preview ： This is the configuration def ined. Cl ick ACCEPT to save 
The is configuration. 




_Cancel I 却 Back I _Accept 


⑪ “Save this Configuration?” と確認のメッセージが表示されますので、” Yes ” をクリッ 
クします。 

⑫ “All data on the new Virtual Disks will be lost. Want to Initialize?” と新規 VD に対しイ 
ニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。通常は” Yes” を 
クリックしてください。。 

⑬ “VirtualDisks” 操作画面が表示されます。他の操作を行ラ必要が無い場合は、画面左下 
の [Home] をクリックしてください。 

⑭ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右下に構築した VD が表示されます。 
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VD Definition 設定項目 

「Configuration Wizard 」 の設定項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAIDO / RAID1 / RAID5 / RAID6 / 
RAID 00 / RAID 10 / RAID 50 / 

RAID60 

RAID 00 と RAD 60 は未サ 
ポート 

Strip Size 

8KB / 16KB/ 32KB / 64KB/ 128KB / 
256 KB/512 KB/ 1024 KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値： Normal 

Write Policy 

WBack / WThru 

WBack : ライトバック 
WThru : ライト スルー 

WrtThru for BAD 巳 BU 

チェック あり/チェックなし 

Write Policy をライトパッ 
クに設定している場合の 
モードを選択します。 

チェックあり： 

通常ライトパック 
チェックなし： 

常時ライトパック 

奨励設定値:チェックあり 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値： Direct 

Disk Cache Policy 

NoChange / Enable / Disable 

奨励設定値： Disable 

Disable BGI 

No / Yes 

VD 作成後に Back Ground 
Initialize を実施するか否か 
を設定します。 

奨励設定値： No 


興"〇 • BGI (Back Ground Initialize) は以下の VD でのみ動作します。 
隱5 — HDD5 台以上で構成される RA 旧5の VD 

— HDD7 台以上で構成される RA 旧6の VD 


「RAID 5」 「RA 旧6」 「RA 旧50」をご使用の場合は、別途N8103- 
119 RAID アップグレードキットを増設してください。 
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ライトキャッシュ設定 (Write Policy ) については、 WrtThru for BAD BBU との組み合わせによ 
り、以下のモードがあります。お客様の環境に合わせて設定してください。 




WrtThru for BAD 巳巳し！ 



チェックあり 

チェックなし 

Write Policy 

WBack 

通常ライトパック 

N 8 103-1 20増設バッテリを搭載 
することで使用可能です。書き込 
み時にキャッシュメモリを使用し 
ますが、パッテリの異常時や充電 
が完了していない場合には、自動 
的にライトスルーに切り替わる 
モードです。データ保持の観点が 
らも安全性が高いため、本モード 
に設定することを奨励していま 
す。 

常時ライトパック 
常にライトパックで動作し、 

N 8 103-1 20増設パッテリを搭載 
してしない場合も使用できます。 
書き込み時に常にキヤッシュメモ 
リを使用するため、書き込み性能 
が最も高いモードですが、パッテ 
リの異常時や充電が完了していな 
い場合でもキヤッシュメモリを使 
用するため、停電時にはキヤッ 
シュメモリ内のデータが消えてし 
まいます。本モードに設定する場 
合は、必ず無停電電源置 ( UPS ) を 
使用してください。 


WThru 

ライトスルー 

N 8 103-1 20増設バッテリを使用 
しない場合はライトスルー設定を 
推奨します。書き込み時にキャッ 
シュメモリを使用しないモードで 
す。データ保持の観点から最も安 
全性が高いモードですが、書き込 
み性能はライトパック設定に比べ 
劣ります。 

※本モードはありません。 

VD 作成時に WrtThru forBAD 

BBU にチェックを入れなくても、 
作成後に自動的にチェックが入り 
ます。 


RAID Level と Stripe Size 以外は VD 作成後変更することができます。 WebBIOS トップ画面で 
Virtual Disks をウリックし、 Policies 枠内の設定を変更した後 Change ポタンをクリッウしてく 
ださい。 
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WebBIOS を起動します。 

WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Disks] をクリックします。 

Virtual Disks 画面右上より、整合性チェックを実行する VD を選択します。 



各種機能操作方法 

整合性チェック (Check Consistency) 機首 g 


© VirtualDisks 画面左に、整合性チェックの進埗が表示されます。 

⑦ VirtualDisks 画面左下の [Home] をクリッウして、トップ画面に戻ってください c 


Mega RAID BIOS Configure ion 


^ |麯 I oM 



I~ VDO | CWfc 


①② G Q ⑤ 
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マニュアルリビルド機能 

ハー ドディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において、ハードディ 
スクドライプが1台故障したケースを例に説明します。故障したハードディスクドライブは装 
置の電源をオフにしてから新しいハードディスクドライプと交換します。活栓交換を行ってい 
ないため、オートリビルド機能は動作しません。そこで、下記にて説明する マニュアル リビル 
ド機能を用いて VD を復旧します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、交換したハードディスウドライプの 
ステータスが" UNCONF GOOD ” であることを確認します。 

下記例では、ス□ット番号2のハードディスクドライブを交換しています。 

PD Missing from DGx:Slot 2 :xxxxxx MB の表示は、スロット番号2に取り付けられてい 
た PD(Physical Drive ) が取り外されたことを示します。 


Physical Dnnes 


1 


1:0: DGO: ONLINE: 34176 MB J 


f—« 夕 . 丄， V-/1 'l J_<X1 J__.. ^!-T 1 t LVIU 

LQr；(): 1:2: UNCONF GOOD: 34176 MB 


PD Missing from DGO: Slot2: 34176 MB 


Virmol Drives 


VDG: RAIDS: 68352 HE: Decfraded 


② "Physical Drives " 欄より、新しく接続したハードディスクドライブ [():1:2] をクリック 
します。 

③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面下の" Make Global HSP " または、 "Make Dedicated HSP " を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 


MegaRRID BIOS Configuration Utility Physical 
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⑤ "Rebuild Progress " が表示されますので、画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS 
トップ画面に戻ってください。 



整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のパックグランドタ 
■to スクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださしV進涉画面を 
表示したままですと、バックグランド処理が遅くなる場合があります。 


ホットスペアの設定 

ハードディスクドライプ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスクドライプを追加し、そのハードディスクドライブをホットスペアに設定するケース 
を例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、追力□したハードディスクドライプの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを確認します。 
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② "Physical Drives " 欄より、新しく接続したハードディスクドライブ [():1:3] をクリックし 
ます。 

③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面右下の" Make Global HSP " または" Make Dedicated HSP " を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 

Global HSP : 全ての DG に対し使用可能なホットスペアのことです。 

Dedicated HSP : 特定の DG に対し使用可能なホットスペアのことです。設定する際 

には、使用する先の DG を指定する必要があります。 




Enclosure Affinity の設定は、ホットスペアを特定のエンクロージャ（ディスク筐 
体)に定義付ける設定ですが、本装置ではサポートしていません。チヱックしな 
いでください。 


⑤新しく接続したハードディスクドライプのステータスが" HOTSPARE " になります。 
⑧画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS トツプ画面に戻つてください。 




厂 


A Go | 
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リコンストラクション機能 

ハードディスクドライプ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスウドライプを追加し、ハードディスウドライブ4台 RAID 5 の VD へ変更するケースを 
例に説 B 月します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、追力0したハードディスクドライプの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを確認します。 



② "Virtual Drives ” 欄より、あらかじめ構築されている VD 0をクリックします。 

③ VD 0の設定画面が表示されます。 
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画面右側に、リコンストラクシヨン機能に必要な項目が表示されています。 


厂 Rsmara phyvlcalor^c 


⑧ 

(D 

⑦ 


RAIDS ▼] 

H Mb 功 b withaddlikin 




⑧ 


厂 


():1:0: xxxxx he 
():1:1: xxxxx he 


only 


♦r 


¢3 


VD が定義されている DG を 
構築するハードディスクド 
ライプ情報 


Migration Only: 

RAID レペルの変更のみ 

Migration with addition: 
ハードディスクドライプの 
追加および RAID レペルの 
変更 


"Migration with addition " を選択します。 

リコンストラクシヨン後の RAID レベルを決定します。 

追加するハードディスクドライブを選択します。 

⑤〜⑦の操作が完了しましたら、画面右下 [ Go ] をクリックしてください。 

画面左下に進渉が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ 
画面に戻ってください。 


リコンストラクシヨン実行後に、パーチャルディスクの容量が正常に表 
示されない場合があります。その場合はトップ画面から Scan Devices 
を実施してください。 

整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクシヨン等のバックグラ 
ンドタスクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださ 
し、。進渉画面を表示したままですと、バックグランド処理が遅くなる場 
合があります。 


④ 


⑦⑥⑦⑧ ® 
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WebBIOS と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 RAID システムのコンフィグレーション、および、管理、 
監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

WebBIOS と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点について説明します。 


用語 

Web 巳10 S と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分があります。 WebBIOS と Universal 
RAID Utility を併用するときは、以下の表を元に用語を読み替えてください。 


WebBIOS の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RA 旧ビューア 

「aidcmd コマンド 

Adapter 

RAID コント□—ラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライプ 

Virtual Drive 

Disk Group 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デパイス 

Physical Device 


番号と ID 

RAID システムの各コンポーネントを管理するための番号は、 WebBIOS と Universal RAID 
Utility では表示方法が異なります。以下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

WebBIOS は、 Adapter を0から始まる番号で管理します。 Adapter の番号を参照するには、 
Home メニューの [Adapter Selection ] で表示する [Adpater No ] を参照します。 

Universal RAID Utility は、 RAID コントローラを1から始まる番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAD コントローラの番号を参照するには、 RAD ビューアでは、 RAID コントロー 
ラのプロパティの[番号]を、 「 aidcmd コマンドでは、 RAID コント□ーラのプロパティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する Adapter 
番号も RAID コント□—ラのプロパティの [ ID ] で参照できます。 


Virtual Disk と論理ドライブ 

WebBIOS は、 VirtualDisk を0から始まる番号で管理します 。 Virtual Disk の番号を参照するに 
は 、 Virtual Drives の [VD X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、論理ドライブを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプロパティ 
の[番号]を、 「 aidcmd コマンドでは、論理ドライプのプロパティの [RAID Controller #X Logical 
Drive # Y ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する論理ドライ 
ブ番号も論理ドライブのプロパティの [ ID ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

WebBIOS は、ディスクアレイを0から始まる番号で管理します。ディスクアレイの番号は、 
Physical Drives や Virtual Drives の [DG X ]を参照します 0 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプロパ 
ティの[ディスクアレイ]を、 「 aidcmd コマンドでは、ディスクアレイのプ□パティの [RAID 
Controller #X Disk Array # Y ] を参照します。 


Physical Drive と物理デバイス 

WebBIOS は 、 Physical Drive をコネクタ番号 ： エンクロージャ番号 ：ス□ッ ト番号の3 つ 番号 
で管理します。これらの番号は 、 Physical Drives 欄の [ x : x : x ] で参照できます。ただし、コネク 
夕番号については本装置では未サボートのため「（）」と表示されます。エンクロージャ番号は 
1から始まる番号です。ス□ット番号は0から始まる番号です。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを1から始まる番号と ID 、 エンクロージャ番号、ス□ッ 
卜番号で管理します。番号は、接続している物理デバイスを [ ID ] の値を元に昇順に並べ、値の 
小さいものから順番に1から始まる値を割り当てたものです。 ID は WebBIOS の Physical 
Drives Properties に表示される Connected Port と同じ値です。エンクロージャ番号とス□ッ 
卜番号は、1から始まる番号です 。 Universal RAID Utility でこれらの番号を参照するには 、 RAD 
ビューアでは、物理デバイスのプ□パティの[番号]と [ ID ]、 [エンクロージャ]、 [ スロット] 
を、 raidcmd コマンドでは、物理デバイスのプ□パティの [RAIDController #X Physical Drvice 
# Y ] と [ ID ]、[ Enclosure ]、[ Slot ] を参照します。 



• WebBIOS の Physical Drive 欄に表示するス□ット番号は0から始まる 
番号ですが、 Universal RAID Utility のス□ット番号は1から始まる番 
号ですので注意してください。 

• 装置前面の 2.5 インチディスクベイは、0からス□ット番号が表記され 
ています。 
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優先度の設定 

WebBIOS では、 RAID コント□—ラのリビルド優先度、パトロールリード優先度、整合性チエッ 
ク優先度の設定項目を数値で表示/設定しますが 、 Universal RAID Utility は、高/中/低の3つの 
レベルにまるめて表示/設定します。 

それぞれの項目ごとの数値とレペルの対応については、以下の表を参照してください。 
たとえば、 WebBIOS である RAID コント□ーラの [ RebuildRate ] を “50” に設定したとき、 
Universal RAID Utility は、その RAID コントローラの[リビルド優先度]を“中，，という値で 
表示します （ RAID コント□—ラの[リビルド優先度]は、“50” で動作します）。 

Universal RAID Utility で、ある RAID コントローラの[リビルド優先度]を “ High ” に設定し 
たとき、[リビルド優先度]は、“90” で動作します。 WebBIOS でその RAID コントローラの 
[Rebuild Rate ] を参照すると、“90” と表示します。 


WebBIOS での設定値と Universal RAID Utility の表示レペル 


項目 

WebBIOS の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 

ハトロールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 


Universal RAID Utility でレペル変更時に設定する値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

パトロールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 



參 WebBIOS では 、 BGIRate (バックグラウンドイニシャライズの優先度） 

も設定できますが 、 Universal RAID Utility ではバックグラウンドイニ 
シャライズの優先度は設定できません。 

參 Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定できますが、本体装置内 
蔵の RAID コントローラ （ N 8103-116 相当）は、初期化優先度を設定でき 
ません。そのため、 RAID ビュ ーアのプロパティの[オプション] タブに [ 
初期化優先度】の項目を表示しません。また 、 raidcmd コマンドで 初期化 
優先度を設定すると失敗します。 





























